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簡
素
で
効
率
的
な
行
政
シ
ス
テ
ム

の
確
立
の
た
め
に
は
、
徹
底
し
た

行
政
改
革
の
推
進
と
歳
出
の
見
直

し
、
施
策
の
重
点
化
に
よ
る
取
り

組
み
で
効
率
的
で
継
続
可
能
な
財

政
体
質
へ
の
転
換
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

国
、
地
方
と
も
か
つ
て
経
験
し

た
こ
と
の
無
い
厳
し
い
財
政
状
況

の
中
、
住
民
の
負
託
に
応
え
活
力

地
方
分
権
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い

簡
素
で
効
率
的
な
行
政
運
営
を

20
年
度
の
重
点
課
題
と
し
て

協
働
参
画
事
業
を
定
着
化

協
働
参
画
の
基
本
方
針
を
基
に

今
後
の
町
づ
く
り
を
推
進

　

日
本
経
済
は
、
平
成
十
八
年
度

か
ら
続
く
民
間
需
要
を
中
心
と
し

た
経
済
成
長
が
予
測
さ
れ
る
一
方

で
、
地
方
自
治
体
を
取
り
巻
く
環

境
は
、
過
疎
化
、
少
子
高
齢
化
の

進
行
に
加
え
、
社
会
保
障
費
の
増

大
、
借
入
金
償
還
な
ど
将
来
の
財

政
運
営
の
圧
迫
が
懸
念
さ
れ
る
状

況
に
あ
り
ま
す
。

　

地
方
分
権
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い

財
政
運
営
の
中
で
、
自
立
し
た
行

政
運
営
を
展
開
す
る
た
め
、
第
三

次
軽
米
町
行
政
改
革
大
綱
を
定

め
、
行
政
経
費
の
節
減
と
効
率
的

な
行
政
運
営
に
取
り
組
ん
で
き
ま

し
た
。

　

そ
う
し
た
中
、
国
の
予
算
編
成

で
は
、
地
方
交
付
税
が
平
成
十
五

年
度
以
来
増
額
さ
れ
、
地
方
再
生

対
策
債
の
創
設
も
予
定
さ
れ
る
な

ど
自
主
財
源
の
少
な
い
本
町
に
と

っ
て
朗
報
で
あ
り
ま
す
。

　

町
は
、
基
金
残
高
の
減
少
や
経

常
収
支
比
率
の
上
昇
な
ど
厳
し
い

■
安
全
で
快
適
な
町
づ
く
り

【
道
路
】
町
道
の
整
備

　
〔
改
良
舗
装
〕
松
ノ
脇
下
向
線
、
大
平
開
拓
線
、
蛇
口
道
合
線
、

　
　

仲
軽
米
山
田
線
、
戸
草
内
尻
高
柳
線
、
板
橋
米
田
岡
掘
線

　
〔
橋
梁
〕
井
戸
渕
線

【
町
営
住
宅
】
下
向
川
原
住
宅
団
地
の
建
設

【
公
共
下
水
道
】第
二
期
認
可
区
域
の
下
水
道
処
理
区
域
の
拡
大（
桜
山
、

新
大
鳥
地
区
の
管
路
布
設
工
事
）

平
成
20
年
度
の
主
要
施
策

（
施
政
方
針
演
述
か
ら
抜
粋
）

地
域
の
自
主
的
・
主
体
的
活
動
で

産
業
の
活
性
化
と
地
域
づ
く
り

　

町
議
会
三
月
定
例
会
が
、
三
月
四
日
か
ら
十
四

日
ま
で
開
か
れ
ま
し
た
。
平
成
二
十
年
度
一
般
会

計
当
初
予
算
を
は
じ
め
平
成
二
十
年
度
の
町
政
の

進
む
べ
き
方
向
性
に
つ
い
て
、
山
本
賢
一
町
長
が

行
っ
た
施
政
方
針
演
述
と
、
菅
原
皓
文
町
教
育
委

員
長
が
行
っ
た
町
教
育
行
政
方
針
演
述
の
概
要
に

つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

平成20年度施政方針演述

平成20年度の町の施政方針を述べる山本町長

11日間にわたり審議が行われた町議会平成20年３月定例会

■
健
康
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町
づ
く
り

　

平
成
二
十
年
度
の
重
点
課
題
に

つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

　

協
働
・
参
画
の
町
づ
く
り
に
つ

い
て
は
、
十
九
年
度
に
策
定
し
た

基
本
方
針
に
基
づ
き
、
地
域
の
資

源
や
情
報
・
能
力
を
持
ち
寄
り
住

民
ニ
ー
ズ
（
需
要
）
や
地
域
課
題

の
解
決
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

二
十
年
度
か
ら
の
事
業
実
施
に

向
け
、
町
内
十
会
場
で
説
明
会
を

開
催
し
ま
し
た
。
い
た
だ
い
た
意

見
・
提
言
を
取
り
入
れ
な
が
ら
実

効
性
の
あ
る
取
り
組
み
を
進
め
て

参
り
ま
す
。

　

地
域
活
性
化
対
策
に
つ
い
て

は
、
都
市
交
流
事
業
と
連
携
し
安

全
・
安
心
な
農
産
物
の
生
産
流
通

を
行
う
「
い
き
い
き
農
園
事
業
」

を
進
め
て
参
り
ま
す
。
こ
れ
は
、

農
業
生
産
振
興
に
加
え
て
、
高
齢

者
や
女
性
の
生
き
が
い
と
健
康
保

持
増
進
、遊
休
農
地
な
ど
の
復
旧
・

活
用
に
よ
る
景
観
形
成
な
ど
多
面

的
機
能
の
発
揮
も
図
り
な
が
ら
、

安
全
な
食
材
を
提
供
し
都
市
交
流

を
進
め
る
内
容
の
も
の
で
す
。

　

少
子
高
齢
者
対
策
に
つ
い
て

は
、
急
速
な
少
子
高
齢
化
の
防
止

策
と
し
て
子
育
て
環
境
の
見
直

し
、
妊
産
婦
の
健
診
回
数
の
増
加

と
医
療
費
助
成
を
行
い
ま
す
。

　

高
齢
者
対
策
で
は
、
四
月
か
ら

の
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
早
期

定
着
に
努
め
、
町
内
の
居
宅
介
護

拠
点
施
設
の
整
備
支
援
、
年
々
増

加
傾
向
に
あ
る
要
介
護
者
の
受
け

　

こ
の
た
め
、
町
民
の
皆
さ
ん
と

行
政
が
町
づ
く
り
に
つ
い
て
共
に

議
論
し
、
共
通
の
認
識
の
も
と
そ

れ
ぞ
れ
の
役
割
を
担
い
な
が
ら
町

総
合
発
展
計
画
後
期
計
画
の
具
現

化
を
進
め
る
「
協
働
・
参
画
の
町

づ
く
り
基
本
方
針
」
を
策
定
し
た

と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
の
町
づ
く

り
の
指
針
と
し
て
参
り
ま
す
。

に
満
ち
た
豊
か
な
地
域
社
会
を
実

現
す
る
た
め
に
は
、
住
民
に
最
も

身
近
な
行
政
と
し
て
地
域
ニ
ー
ズ

に
的
確
に
対
応
し
た
サ
ー
ビ
ス
展

開
が
で
き
る
地
方
自
治
と
分
権
社

会
の
構
築
が
重
要
で
す
。

　

こ
の
真
の
地
方
自
治
を
確
立
す

る
た
め
に
は
、
安
定
的
な
財
政
運

営
に
必
要
な
一
般
財
源
の
確
保
が

不
可
欠
で
す
。

居住環境の改善に向け整備される町営住宅

【
上
水
道
】
簡
易
水
道
施
設
の

事
業
統
合
計
画
の
策
定
、

公
的
資
金
補
償
金
の
免
除

繰
上
償
還

【
環
境
衛
生
】
合
併
処
理
浄
化

槽
の
普
及
促
進
、
ご
み
の

分
別
・
リ
サ
イ
ク
ル
促
進

に
よ
る
ご
み
の
減
量
化
、

廃
棄
物
の
適
正
処
理

【
消
防
防
災
】
消
防
団
組
織
の

強
化
充
実
、
防
火
・
防
災

訓
練
な
ど
町
民
の
危
機
管

理
意
識
の
高
揚

メタボリックシンドローム予防、介護予
防への取り組みを行います

が
で
き
る
訪
問
相
談「
こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん
訪
問
事
業
」の
実
施
、

乳
児
健
診
・
育
児
教
室
な
ど
育
児
支
援
体
制
の
充
実
、
食
育
事
業

の
開
催

【
予
防
接
種
事
業
】
は
し
か
（
麻
し
ん
）
予
防
接
種
の
対
象
者
の
拡
大

へ
の
円
滑
実
施
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
の
実
施

【
保
育
施
設
の
運
営
】
常
設
保
育
園
二
施
設
・
へ
き
地
保
育
園
二
施
設
・

児
童
館
三
施
設
の
運
営

【
介
護
保
険
事
業
】
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
の
高
齢
者
の
総
合
相

談
と
介
護
予
防
事
業
の
強
化
推
進
、
ブ
ラ
ン
チ
（
相
談
窓
口
）
施

設
の
拡
充
、
特
定
高
齢
者
に
対
す
る
介
護
予
防
、
保
健
医
療
福
祉

サ
ー
ビ
ス
マ
ッ
プ
の
作
成
・
全
戸
配
布
、
介
護
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー

の
養
成
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
い
ち
い
荘
の
民
営
化
検
討
、
小

規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
の
導
入
促
進

【
障
害
福
祉
】
障
害
者
へ
の
自
立
支
援
給
付
と
地
域
生
活
支
援
事
業
で

の
総
合
的
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
、
物
産
交
流
館
へ
オ
ス
ト
メ
イ
ト

対
応
ト
イ
レ
の
設
置

【
地
域
子
育
て
支
援
】
軽
米
保
育
園
へ
の
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

の
設
置
、
延
長
保
育
の
実
施
、
児
童
ク
ラ
ブ
の
設
置

■
働
き
が
い
の
あ
る
産
業
の
展
開
す
る
町
づ
く
り

【
農
業
振
興
】
品
目
横
断
的
経
営
安
定
対
策
の
加
入
要
件
・
申
請
手
続

き
を
見
直
し
た
水
田
経
営
所
得
安
定
対
策
の
推
進
、
認
定
農
業
者

な
ど
担
い
手
の
育
成
・
確
保
、
水
稲
の
本
田
無
化
学
肥
料
栽
培
に

【
国
民
健
康
保
険
事
業
】
医
療
機
関

と
連
携
し
た
健
康
づ
く
り
事
業

の
展
開
、
特
定
検
診
等
の
取
り

組
み

【
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
】
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
の
共
同
事
務
処

理
へ
の
対
応

【
保
健
事
業
】
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
予
防

教
室
と
特
定
保
健
指
導
の
実
施
、

妊
婦
健
診
回
数
を
五
回
へ
拡
大

（
従
来
二
回
）
と
健
診
項
目
の
充

実
、
安
心
し
て
出
産
し
子
育
て
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入
れ
態
勢
を
強
化
し
て
参
り
ま

す
。

　

行
政
改
革
と
財
政
の
健
全
化
に

よ
る
食
の
安
全
・
安
心
シ
ス
テ
ム
の
確
立
と
消
費
者
の
視
点
に
立

っ
た
安
全
な
農
畜
産
物
の
供
給
、「
産
地
づ
く
り
対
策
」
の
転
作
作

物
と
し
て
の
飼
料
用
米
の
栽
培
、
生
産
者
と
消
費
者
の
交
流
促
進

を
図
る
「
い
き
い
き
農
園
」
の
立
ち
上
げ

【
園
芸
振
興
】　
「
カ
シ
オ
ペ
ア
園
芸
産
地
確
立
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」

の
構
築
と
エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
へ
の
誘
導
・
技
術
指
導
、
雨
よ
け
ほ

う
れ
ん
草
と
ネ
ギ
な
ど
の
生
産
拡
大
と
生
産
機
械
の
導
入
、
リ
ン

ど
の
適
正
な
受
益
者
負
担
を
お
願

い
し
な
が
ら
自
主
財
源
の
確
保
に

努
め
る
と
と
も
に
、
歳
出
で
は
総

人
件
費
の
削
減
・
抑
制
、
費
用
対

効
果
の
検
証
に
よ
る
事
務
事
業
の

見
直
し
な
ど
、
歳
入
に
見
合
う
歳

出
の
抑
制
を
基
本
と
し
た
健
全
財

で
参
り
ま
し
た
。
今
後
も
、
同
大

綱
の
未
実
施
項
目
に
つ
い
て
重
点

的
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　

中
で
も
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

い
ち
い
荘
の
民
営
化
に
つ
い
て

は
、
本
度
中
に
結
論
を
出
し
効
率

化
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。

平成20年度施政方針演述

消
費
者
ニ
ー
ズ
を
捕
ら
え

た
新
商
品
開
発
と
市
場
開

拓
、
グ
リ
ー
ン
デ
ー
や
林

業
振
興
祭
の
開
催
に
よ
る

緑
化
意
識
の
高
揚

【
商
工
業
の
振
興
】
町
商
工
団

体
へ
の
助
成
に
よ
る
商
工

業
の
活
性
化
、
町
の
制
度

融
資
の
斡
旋
・
利
子
補
給

事
業

【
企
業
誘
致
の
推
進
】
県
や
県

北
地
域
産
業
活
性
化
協
議

会
と
連
携
し
た
企
業
誘
致

活
動
の
展
開

つ
い
て
は
、
第
三
次
軽
米
町
行
政

改
革
大
綱
で
の
町
補
助
金
の
見
直

し
、
人
件
費
の
削
減
、
組
織
・
機

構
改
革
な
ど
行
政
経
費
の
節
減
と

効
率
的
な
行
政
運
営
に
取
り
組
ん

　

平
成
二
十
年
度
当
初
予
算
編
成

に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

　
「
地
方
再
生
対
策
債
」
の
創
設

に
よ
り
、
地
方
交
付
税
は
前
年
度

比
一
・
三
％
増
と
な
り
ま
し
た
が
、

国
で
は
、
二
十
三
年
度
に
国
と
地

方
の
基
礎
的
財
政
収
支
の
黒
字
化

を
め
ざ
し
引
き
続
き
地
方
歳
出
の

抑
制
を
維
持
し
て
お
り
、「
地
方

再
生
対
策
債
」
を
除
い
た
地
方
財

政
計
画
の
規
模
は
前
年
度
比
〇
・

二
％
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

町
の
試
算
で
は
地
方
交
付
税
な

ど
の
大
幅
な
歳
入
増
加
は
期
待
で

き
な
く
、
財
政
状
況
は
依
然
と
し

て
非
常
に
厳
し
い
状
況
に
は
変
わ

り
な
い
と
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

従
い
ま
し
て
、
二
十
年
度
の
予

算
編
成
に
あ
た
っ
て
は
、
歳
入
で

は
町
税
収
入
の
確
保
や
使
用
料
な

政
へ
の
取
り
組
み
を
強
化
し
な
が

ら
、
豊
か
で
安
心
し
て
生
活
で
き

る
魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り
の
実
現

の
た
め
、
身
近
な
社
会
資
本
の
整

備
、
地
域
福
祉
の
向
上
、
学
校
教

育
環
境
の
充
実
及
び
産
業
振
興
施

策
の
展
開
を
基
本
に
予
算
編
成
に

取
り
組
み
ま
し
た
。

も
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
教
育
環
境
の
変
化
や

国
・
県
の
動
向
を
踏
ま
え
、
町
教

育
振
興
基
本
計
画
に
基
づ
き
な
が

ら
、
町
教
育
行
政
を
進
め
て
参
り

ま
す
。

　

生
涯
学
習
の
推
進
に
つ
い
て

は
、
町
民
の
手
に
よ
る
生
涯
学
習

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
は
じ
め
、
ア

イ
・
あ
い
講
座
へ
の
支
援
な
ど
学

習
機
会
の
充
実
に
努
め
、
町
民
主

体
の
町
づ
く
り
と
学
習
活
動
の
促

進
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

　

学
校
教
育
に
つ
い
て
は
、
児
童

生
徒
の
「
基
礎
基
本
の
定
着
と
学

力
の
向
上
」
を
め
ざ
し
た
授
業
日

厳
し
い
状
況
下
で
の
予
算
編
成

健
全
財
政
と
重
点
施
策
に
配
慮

一
般
会
計
総
額
58
億
４
千
万
円

前
年
度
比
９
・
９
％
増
で
編
成

数
と
授
業
時
間
の
確
保
、「
学
び

フ
ェ
ス
ト
」
に
よ
る
授
業
の
充
実

と
指
導
方
法
の
改
善
、
教
員
の
資

質
向
上
に
努
め
る
ほ
か
、
軽
米
小

の
四
十
人
学
級
に
補
助
員
を
配
置

し
て
参
り
ま
す
。

　

開
か
れ
た
学
校
の
推
進
に
つ
い

て
は
、
学
校
評
議
員
制
度
の
充
実

と
外
部
評
価
、
学
校
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
作
成
に
よ
る
情
報
公
開
を
進

め
地
域
に
根
ざ
し
た
信
頼
さ
れ
る

学
校
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

　

平
成
十
八
年
十
二
月
に
教
育
基

本
法
が
約
六
十
年
ぶ
り
に
改
正
さ

れ
生
涯
学
習
理
念
が
明
確
に
さ
れ

た
ほ
か
、
十
九
年
六
月
に
は
学
校

教
育
法
な
ど
い
わ
ゆ
る
教
育
三
法

学
習
機
会
の
充
実
と
町
民
活
動
を
支
援

学
習
機
会
の
充
実
と
町
民
活
動
を
支
援

子
供
た
ち
の
「
生
き
る
力
」
も
育
成

子
供
た
ち
の
「
生
き
る
力
」
も
育
成

学
習
機
会
の
充
実
に
努
め

町
民
主
体
の
活
動
を
支
援

生
じ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、

基
金
の
取
り
崩
し
に
よ
り
調
整
し

た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
も
効
率

的
な
予
算
の
執
行
と
と
も
に
、
限

ら
れ
た
財
源
の
重
点
的
・
効
率
的

な
配
分
と
行
政
改
革
へ
の
一
層
の

取
り
組
み
が
重
要
で
あ
る
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
結
果
、
平
成
二
十
年
度
一

般
会
計
当
初
予
算
総
額
は
、
晴
山

地
区
統
合
小
学
校
の
校
舎
建
築
へ

の
着
手
と
、
十
九
年
度
が
骨
格
予

算
で
あ
っ
た
こ
と
な
ど
か
ら
前
年

度
当
初
予
算
比
九
・
九
％
増
額
の

五
十
八
億
四
千
万
円
と
し
た
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

三
億
円
を
超
え
る
財
源
不
足
が

平成20年度町教育行政方針演述

平成20年度の町教育行政方針を述べる菅原委員長

町民主体の取り組みとして定着してきた生涯学習フェスティバル

民営化が検討される特別養護老人ホーム
いちい荘

ド
ウ
と
ス
プ
レ
イ
ギ
ク
の
生
産

拡
大
、
葉
た
ば
こ
の
機
械
化
作

業
体
系
の
整
備

【
畜
産
振
興
】
町
家
畜
貸
付
事
業
に

よ
る
繁
殖
雌
牛
の
貸
し
付
け
、

受
精
卵
移
植
を
活
用
し
た
優
良

雌
牛
の
生
産
、、
地
域
内
一
貫
生

産
体
制
推
進
の
た
め
の
集
団
管

理
施
設
「
キ
ャ
ト
ル
セ
ン
タ
ー
」

の
建
設
に
向
け
た
取
り
組
み

【
食
の
イ
ベ
ン
ト
】
産
業
ま
つ
り
を

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
「
食
の
祭

典
」
で
農
林
畜
産
物
・
加
工
品
の
Ｐ
Ｒ

【
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度
】
集
落
協
定
を
締
結
し
た
町
内

六
十
三
地
区
の
農
業
生
産
活
動
の
継
続
と
集
落
活
動
へ
の
支
援

【
農
地
・
水
・
環
境
保
全
向
上
対
策
事
業
】
町
内
十
五
地
区
で
の
地
域

ぐ
る
み
で
の
農
地
・
水
・
環
境
の
良
好
な
保
全
と
質
的
向
上
を
図

る
共
同
活
動
や
先
進
的
営
農
活
動
へ
の
取
り
組
み
、
バ
イ
オ
マ
ス

タ
ウ
ン
構
想
事
業
の
推
進

【
農
業
生
産
基
盤
の
整
備
】
元
気
な
地
域
づ
く
り
交
付
金
事
業
（
下
河

南
地
区
）
で
の
用
排
水
路
の
整
備
、
県
営
事
業
で
あ
る
軽
米
・
九

戸
地
区
広
域
農
道
整
備
事
業
と
中
山
間
地
域
総
合
整
備
事
業
（
大

清
水
地
区
）
の
実
施

【
林
業
・
木
炭
の
振
興
】
優
良
材
の
生
産
と
森
林
の
適
正
管
理
、
林
業

生
産
基
盤
整
備
事
業
（
林
道
舘
ケ
沢
線
）、
森
林
整
備
地
域
活
動
支

援
交
付
金
事
業
に
よ
る
山
林
の
持
つ
多
面
的
・
公
益
的
機
能
の
向

上
、
日
本
有
数
の
生
産
量
と
品
質
を
誇
る
「
軽
米
木
炭
」
の
Ｐ
Ｒ
、

安全で安心な農作物生産振興と、生産者
と消費者の交流事業に取り組みます

【
中
心
商
店
街
の
活
性
化
】
物
産
交
流
館
を
核
と
し
た
中
心
商
店
街
の

活
性
化
と
地
元
商
店
の
利
用
促
進

【
観
光
の
振
興
】
広
域
観
光
組
織
へ
の
参
画
に
よ
る
観
光
客
の
誘
客
、

町
観
光
協
会
を
通
じ
た
イ
ベ
ン
ト
（
軽
米
秋
ま
つ
り
、
森
と
水
と

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
）
へ
の
支
援
、
雪
谷
川
ダ
ム
フ

ォ
リ
ス
ト
パ
ー
ク
・
軽
米
の
か
ぶ
と
虫
ラ
ン
ド
の
実
施

【
地
場
産
業
の
振
興
】
姉
妹
町
音
更
町
と
の
物
産
交
流
、
地
場
産
品
の

販
路
拡
大
事
業
へ
の
支
援
、
地
域
創
造
支
援
事
業
に
よ
る
首
都
圏

へ
の
流
通
・
消
費
者
交
流
の
実
施
、
各
種
物
産
展
へ
の
町
内
業
者

の
参
加
に
よ
る
本
町
物
産
の
Ｐ
Ｒ

■
個
性
を
生
か
し
た
創
造
性
に
あ
ふ
れ
た
町
づ
く
り

【
生
涯
学
習
の
推
進
】「
ア
イ
あ
い
講
座
」・
町
民
主
導
の
「
生
涯
学
習

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
の
開
催
な
ど
町
民
主
体
の
生
涯
学
習
の
推
進

支
援
、
京
都
大
交
響
楽
団
の
招
待
演
奏
会
、

【
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
】
総
合
体
育
大
会
・
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
・
少

年
野
球
教
室
の
実
施
、
屋
内
多
目
的
健
康
増
進
施
設
の
利
活
用
に

よ
る
健
康
保
持
増
進
と
体
力
の
向
上

【
教
育
環
境
の
整
備
】
晴
山
地
区
統
合
小
学
校
校
舎
の
建
設
、
教
育
委

員
会
の
方
針
を
踏
ま
え
た
学
校
統
合
の
推
進
、
軽
米
中
学
校
ト
イ

大盛況だった「食の祭典」は産業の振興と交流
人口の拡大が期待されます
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生
涯
ス
ポ
ー
ツ
に
つ
い
て
は
、

体
力
づ
く
り
、
ス
ポ
ー
ツ
人
口
の

拡
大
を
目
的
に
し
た
各
種
大
会
の

開
催
と
団
体
へ
の
支
援
、
町
民
総

参
加
型
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
「
チ

ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
」
の
開
催
、
新
施

設
の
屋
内
多
目
的
運
動
施
設
を
活

用
し
た
雨
天
時
や
冬
季
間
活
用
を

レ
の
水
洗
化

■
共
に
創
る
町
づ
く
り

積
極
的
に
進
め
て
参
り
ま
す
。

　

競
技
ス
ポ
ー
ツ
に
つ
い
て
は
、

少
年
野
球
教
室
を
開
催
し
、
高
度

な
技
術
の
習
得
と
心
身
の
健
全
な

育
成
を
図
り
ま
す
。

　

文
化
振
興
に
つ
い
て
は
、
大
日

向
Ⅱ
遺
跡
の
発
掘
調
査
と
成
果
の

展
示
、
郷
土
学
習
・
文
化
財
愛
護

交
流
を
通
し
た
国
際
理
解
教
育
を

推
進
し
ま
す
。

　

教
育
環
境
の
整
備
と
し
て
Ａ
Ｅ

Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）
を

全
中
学
校
と
体
育
施
設
二
箇
所
に

設
置
す
る
ほ
か
、
ス
ク
ー
ル
ガ
ー

ド
に
よ
る
安
全
対
策
、
学
校
へ
の

パ
ソ
コ
ン
設
置
を
行
い
ま
す
。

　

将
来
の
進
路
を
考
え
る
職
場
体

験
「
キ
ャ
リ
ア
・
ス
タ
ー
ト
・
ウ

ィ
ー
ク
」
の
実
施
、
中
高
連
携
に

よ
る
学
力
の
向
上
、
郷
土
理
解
の

充
実
も
図
っ
て
参
り
ま
す
。　

　

学
校
統
合
に
つ
い
て
は
、
十
三

年
度
の
学
区
調
整
委
員
会
の
答
申

を
も
と
に
、
四
月
か
ら
小
玉
川
小

平成20年度町教育行政方針演述

図書館ひろばなどで行われている幼児や園児への読み聞かせ教室

の
普
及
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

　

社
会
教
育
の
振
興
に
つ
い
て

は
、
家
庭
の
教
育
力
向
上
の
た
め

保
護
者
同
士
の
交
流
や
情
報
交
換

の
場
を
提
供
す
る
ほ
か
、
教
育
振

興
運
動
の
趣
旨
を
踏
ま
え
地
域
の

教
育
力
で
「
生
き
る
力
」
を
育
て

る
た
め
「
早
寝
、
早
起
き
、
朝
ご

飯
」「
食
育
」「
親
子
読
書
」
の
推

進
を
支
援
し
、
地
域
ぐ
る
み
の
活

動
と
し
て
放
課
後
子
ど
も
教
室
を

実
施
し
て
参
り
ま
す
。

　

高
校
生
を
対
象
に
し
た
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
、
音
更
町
と
の
交

流
、
公
民
館
を
中
心
と
し
た
女
性

教
室
・
寿
大
学
の
ほ
か
、
お
は
な

し
の
会
な
ど
子
ど
も
が
読
書
に
親

し
む
環
境
整
備
と
、
生
涯
学
習
の

場
と
し
て
の
図
書
館
整
備
を
進
め

て
参
り
ま
す
。

子
供
の
「
生
き
る
力
」
育
成
に

地
域
の
教
育
力
推
進
を
支
援

　

い
じ
め
・
不
登
校
の
問
題
に
つ

い
て
は
、
早
期
発
見
・
早
期
対
応

体
制
の
強
化
と
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ

ン
セ
ラ
ー
な
ど
を
配
置
し
対
応
す

る
ほ
か
、
障
害
の
あ
る
子
ど
も
へ

の
自
立
・
社
会
参
加
支
援
と
し
て

「
特
別
支
援
学
級
」
を
新
設
し
て

参
り
ま
す
。

　

英
語
力
の
向
上
の
た
め
、
小
中

専
属
の
英
語
指
導
助
手
の
配
置
と

海
外
派
遣
事
業
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

全
中
学
校
へ
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
な
ど

教
育
環
境
の
整
備
を
進
め
る

が
小
軽
米
小
と
統
合
す
る
ほ
か
、

二
十
二
年
度
に
は
三
校
が
統
合
し

晴
山
小
学
校
が
新
た
に
ス
タ
ー
ト

す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
他
の
学
区
に
つ
い
て
も
、
教
育

懇
談
会
を
開
催
し
な
が
ら
調
整
を

図
っ
て
参
り
ま
す
。

町の農林業振興の将来像

軽米町バイオマスタウン構想を策定

廃
棄
物
や
未
利
用
資
源
を

農
業
振
興
に
多
面
的
活
用

　

軽
米
町
バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
構

想
（
以
下
「
構
想
」
と
い
う
）
は
、

町
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
林
業
を

発
展
さ
せ
て
い
く
上
で
、
養
鶏
業

な
ど
畜
産
業
か
ら
排
出
さ
れ
る
畜

糞
尿
を
利
用
し
た
良
質
な
堆
肥
づ

く
り
や
、
廃
食
用
油
か
ら
精
製
す

る
バ
イ
オ
燃
料
、
林
地
残
材
か
ら

得
る
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
の
活
用

を
図
り
な
が
ら
、
安
全
・
安
心
で

特
長
あ
る
農
産
物
づ
く
り
を
町
ぐ

る
み
で
進
め
よ
う
と
い
う
も
の
で

す
。

　

本
構
想
で
は
、
畜
産
廃
棄
物
や

生
ゴ
ミ
の
堆
肥
化
、
廃
材
の
炭
化

な
ど
廃
棄
物
系
バ
イ
オ
マ
ス
を
九

十
五
％
以
上
を
利
用
す
る
こ
と
、

ま
た
稲
わ
ら
の
堆
肥
化
、
林
地
材

の
炭
化
な
ど
の
未
利
用
バ
イ
オ
マ

　

軽
米
町
バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
構
想
策
定
委
員
会

（
委
員
長
＝
齋
藤
徳
美
岩
手
大
副
学
長
）
が
進
め

て
き
た
軽
米
町
バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
構
想
の
策
定

作
業
が
終
了
し
、
三
月
一
日
に
山
本
町
長
へ
最
終

答
申
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
地
球
温
暖
化
防
止
や

資
源
リ
サ
イ
ク
ル
社
会
へ
の
転
換
な
ど
環
境
に
配

慮
し
な
が
ら
、
農
林
業
な
ど
産
業
の
育
成
、
雇
用

の
創
出
、
都
市
と
の
交
流
事
業
な
ど
を
進
め
る
本

構
想
に
つ
い
て
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

ス
を
四
十
％
以
上
の
利
用
す
る
こ

と
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

具
体
的
事
業
の
展
開
に
向
け

20
年
度
に
推
進
会
議
を
組
織

　

こ
う
し
た
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
創
造
し
、
有
効
活
用
を
図

る
た
め
、
平
成
二
十
年
度
か
ら
、

齋藤徳美委員長（右）から山本町長
に最終答申書が手渡されました

町
・
県
な
ど
の
関
係
機
関
の
ほ
か

農
協
、
森
林
組
合
、
商
工
会
、
町

内
の
畜
産
業
者
、
製
材
業
者
、
地

域
住
民
な
ど
で
構
成
さ
れ
る
軽
米

町
バ
イ
オ
マ
ス
利
活
用
推
進
会
議

を
組
織
し
、
利
活
用
に
あ
た
っ
て

の
基
本
方
針
の
作
成
か
ら
事
業
の

実
施
ま
で
を
行
っ
て
い
く
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

かるまい・食のまちづくり「わ・かるまい」の構築

牛ふん・鶏ふん
稲わら、粉炭

廃材、林地残材 鶏ふん

堆肥センター堆肥センター チップ化施設、炭化施設チップ化施設、炭化施設 炭化施設炭化施設

良質堆肥 木酢液、粉炭 廃熱利用（温水など）
農地（農家） 施設園芸

軽米ブランド農産物の生産
（雑穀　　ホウレンソウ　　飼料用米など）

ハウス野菜などの
周年農作物の栽培

　　　　　　産直販売　　都市部への流通　　畜産農家　　　産直販売

軽米町バイオマスタウン構想の全体の流れ軽米町バイオマスタウン構想の全体の流れ

平成22年度の開校に向けて造成工事が進めら
れる晴山小学校（写真右はミル・みるハウス）

公営企業経営健全化計画を策定
水道事業の料金収納率と普及向上をめざします

　

本
町
の
水
道
事
業
（
上
水
道

一
施
設
、
簡
易
水
道
七
施
設
）

は
、
給
水
区
域
が
広
範
囲
で
、

施
設
の
老
朽
化
な
ど
に
よ
り
管

理
費
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
本
町
の
有
収
率
（
漏

水
な
ど
を
除
い
た
各
家
庭
に
給

水
さ
れ
た
割
合
）
は
、
五
九
・

一
％
（
岩
手
県
八
六
・
八
％
）

と
設
備
の
老
朽
化
に
よ
る
漏
水

な
ど
が
多
く
安
全
で
安
定
し
た

水
道
水
の
供
給
が
課
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。、
ま
た
水
道
普
及

率
は
七
九
・
一
％
（
同
九
一
・

八
％
）と
低
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

経
営
の
健
全
化
・
効
率
化
対

策
と
し
て
、
平
成
十
四
年
度
に

九
人
だ
っ
た
職
員
を
六
人
に
し

年
間
約
二
千
万
円
を
削
減
し
て

い
る
ほ
か
、
点
検
業
務
の
一
部

を
民
間
委
託
す
る
な
ど
経
費
の

節
減
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
平
成
十
九

年
度
で
は
一
億
六
千
四
百
万
円

を
一
般
会
計
か
ら
の
補
助
金
で

補
っ
て
い
て
、
一
層
の
経
営
努

力
に
取
り
組
み
な
が
ら
、
水
道

料
金
の
見
直
し
に
つ
い
て
も
皆

さ
ん
の
理
解
を
い
た
だ
き
な
が

ら
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
家
庭
に
水
道
水
を
供
給
し
て
い
る
町
水
道
事

業
所
で
は
、
給
水
管
な
ど
の
施
設
整
備
や
維
持
管
理
、
浄

水
施
設
の
管
理
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
施
設
の
整
備
に

は
、
借
入
金
で
あ
る
公
営
企
業
債
を
導
入
し
計
画
的
な
返

済
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
水
道
事
業
会
計
の
財
政

健
全
化
を
図
る
た
め
、
平
成
十
九
年
度
に
策
定
し
た
公
営

企
業
経
営
健
全
化
計
画
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
都
市
交
流
事
業
】
首
都
圏
民

と
の
交
流
・
グ
リ
ー
ン
ツ

ー
リ
ズ
ム
の
実
施
、
発
足

か
ら
二
十
周
年
を
迎
え
る

在
京
軽
米
会
と
の
交
流
事

業
、
ふ
る
さ
と
宣
伝
大
使

の
任
命

【
協
働
参
画
の
町
づ
く
り
】
協

働
参
画
町
づ
く
り
基
本
方

針
に
基
づ
い
た
事
業
の
実

施
（
地
域
創
造
チ
ャ
レ
ン

ジ
事
業
、
結
い
の
道
づ
く

り
事
業
、
協
働
の
川
づ
く
り
事
業
、
小
型
除
雪
機
の
貸
出
、
地
域

花
壇
づ
く
り
、
花
い
っ
ぱ
い
運
動
な
ど
）

【
個
人
情
報
保
護
・
情
報
公
開
】
町
個
人
情
報
保
護
条
例
に
基
づ
い
た

厳
格
で
適
切
な
取
り
扱
い
、
町
情
報
公
開
条
例
の
適
切
な
運
用

【
情
報
化
の
推
進
】
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
サ
ー
ビ
ス
の
調
査
・
推
進
、
地

上
デ
ジ
タ
ル
放
送
難
視
聴
地
域
の
調
査
、
携
帯
電
話
エ
リ
ア
・
高

速
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
地
域
拡
大
な
ど
情
報
化
対
策

協働参画町づくり基本方針に基づいた事
業の展開に期待がかかります

公営企業健全化計画の詳しい内容は
町のホームページからもご覧いただけます
 URL　http://w w w .tow n.karum ai.iw ate.jp/
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欅欅け
や
き

け
や
き

の
も
と
で
新
た
な
旅
立
ち

の
も
と
で
新
た
な
旅
立
ち

小
玉
川
小
閉
校
に

小
玉
川
小
閉
校
に
300300
人
集
う

人
集
う

お
別
れ
の
言
葉

　

閉
校
記
念
式
典
で
の
あ
い
さ
つ

閉
校
記
念
式
典
で
の
あ
い
さ
つ

で
菊
池
校
長
が
「
地
域
の
方
々
の

で
菊
池
校
長
が
「
地
域
の
方
々
の

支
え
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
こ
う

支
え
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
こ
う

し
て
豊
か
な
学
校
づ
く
り
が
で
き

し
て
豊
か
な
学
校
づ
く
り
が
で
き

た
。
子
供
た
ち
の
も
の
ご
と
に
取

た
。
子
供
た
ち
の
も
の
ご
と
に
取

り
組
む
力
、
地
道
に
継
続
す
る
力

り
組
む
力
、
地
道
に
継
続
す
る
力

は
日
本
一
と
誇
り
に
思
っ
て
い
ま

は
日
本
一
と
誇
り
に
思
っ
て
い
ま

す
。
小
軽
米
小
学
校
と
一
緒
に
な

す
。
小
軽
米
小
学
校
と
一
緒
に
な

っ
て
も
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
」
と

っ
て
も
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
」
と

児
童
に
呼
び
か
け
ま
し
た
。

児
童
に
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

在
校
児
童
に
よ
る
お
別
れ
の
こ

　

在
校
児
童
に
よ
る
お
別
れ
の
こ

と
ば
で
は
、
最
後
の
卒
業
生
と
な

と
ば
で
は
、
最
後
の
卒
業
生
と
な

っ
た
六
年
生
六
人
も
参
加
。
閉
校

っ
た
六
年
生
六
人
も
参
加
。
閉
校

い
ま
す
。
学
校
、
地
区
の
シ
ン
ボ

い
ま
す
。
学
校
、
地
区
の
シ
ン
ボ

ル
で
も
あ
る
大
き
な

ル
で
も
あ
る
大
き
な
欅欅

け
や
き

け
や
き

の
木
の
下

の
木
の
下

に
、
平
成
十
四
年
三
月
に
小
玉
川

に
、
平
成
十
四
年
三
月
に
小
玉
川

中
学
校
が
閉
校
し
た
際
に
建
立
し

中
学
校
が
閉
校
し
た
際
に
建
立
し

た
記
念
碑
に
隣
接
し
て
建
て
ら
れ

た
記
念
碑
に
隣
接
し
て
建
て
ら
れ

て
い
ま
す
。
児
童
の
手
に
よ
っ
て

て
い
ま
す
。
児
童
の
手
に
よ
っ
て

幕
が
引
き
払
わ
れ
る
と
、
大
き
な

幕
が
引
き
払
わ
れ
る
と
、
大
き
な

拍
手
が
沸
き
起
こ
り
ま
し
た
。

拍
手
が
沸
き
起
こ
り
ま
し
た
。

1010
年
後
の
再
会
へ
向
け

年
後
の
再
会
へ
向
け

　

全
校
児
童
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
思

　

全
校
児
童
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
思

い
出
の
詰
ま
っ
た
品
々
を
埋
め
た

い
出
の
詰
ま
っ
た
品
々
を
埋
め
た

タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
を
記
念
碑
に
隣

タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
を
記
念
碑
に
隣

接
し
て
埋
設
し
ま
し
た
。
開
封
日

接
し
て
埋
設
し
ま
し
た
。
開
封
日

は
、
十
年
後
の
二
〇
一
八
年
八
月

は
、
十
年
後
の
二
〇
一
八
年
八
月

十
五
日
。
新
五
年
生
が
成
人
式
を

十
五
日
。
新
五
年
生
が
成
人
式
を

迎
え
る
日
の
再
会
を
誓
う
も
の
で

迎
え
る
日
の
再
会
を
誓
う
も
の
で

も
あ
り
ま
す
。

も
あ
り
ま
す
。

惜
別
と
再
会
の
集
い

惜
別
と
再
会
の
集
い

　

約
二
百
人
が
出
席
し
た
惜
別
の

　

約
二
百
人
が
出
席
し
た
惜
別
の

集
い
に
は
、
地
区
民
の
ほ
か
歴
代

集
い
に
は
、
地
区
民
の
ほ
か
歴
代

の
校
長
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
な
ど
も
参

の
校
長
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
な
ど
も
参

加
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
出
を

加
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
出
を

語
り
合
い
ま
し
た
。

語
り
合
い
ま
し
た
。

　

閉
校
記
念
事
業
実
行
委
員
会
委

　

閉
校
記
念
事
業
実
行
委
員
会
委

に
向
け
て
全
力
で
取
り
組
ん
だ
こ

に
向
け
て
全
力
で
取
り
組
ん
だ
こ

の
一
年
を
振
り
返
り
な
が
ら
、
呼

の
一
年
を
振
り
返
り
な
が
ら
、
呼

び
か
け
と
歌
を
披
露
。
思
い
出
に

び
か
け
と
歌
を
披
露
。
思
い
出
に

あ
ふ
れ
た
小
玉
川
小
校
舎
と
の
別

あ
ふ
れ
た
小
玉
川
小
校
舎
と
の
別

れ
を
告
げ
ま
し
た
。

れ
を
告
げ
ま
し
た
。

記
念
碑
に
寄
せ
た
思
い

記
念
碑
に
寄
せ
た
思
い

　

式
典
の
後
、
閉
校
記
念
碑
の
除

　

式
典
の
後
、
閉
校
記
念
碑
の
除

幕
式
が
児
童
の
手
に
よ
っ
て
行
わ

幕
式
が
児
童
の
手
に
よ
っ
て
行
わ

れ
ま
し
た
。記
念
碑
の
台
座
に
は
、

れ
ま
し
た
。記
念
碑
の
台
座
に
は
、

児
童
と
先
生
が
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い

児
童
と
先
生
が
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い

を
刻
み
、
正
面
の
御
影
石
に
は
菊

を
刻
み
、
正
面
の
御
影
石
に
は
菊

池
校
長
に
よ
る
「
夢
求
め
正
し
き

池
校
長
に
よ
る
「
夢
求
め
正
し
き

道
の
学
舎
あ
り　

永
遠
に
紡
げ
む

道
の
学
舎
あ
り　

永
遠
に
紡
げ
む

小
玉
川
郷
」
の
文
字
が
刻
ま
れ
て

小
玉
川
郷
」
の
文
字
が
刻
ま
れ
て

　

小
玉
川
小
学
校
（
菊
地
敦あ

つ

子こ

校
長
、
児
童
十
七
人
＝

三
月
末
現
在
）
の
閉
校
記
念
式
典
が
三
月
二
十
三
日
、

児
童
や
地
区
民
、
卒
業
生
、
学
校
関
係
者
な
ど
約
三
百

人
が
出
席
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
明
治
十
四
年
に
創
立

以
来
、
百
二
十
六
年
に
わ
た
る
校
史
を
振
り
返
り
な
が

ら
、
出
席
者
は
学
校
へ
の
別
れ
と
未
来
へ
の
新
た
な
旅

立
ち
を
胸
に
し
て
い
ま
し
た
。

除幕された記念碑では記念撮影が行われていました

閉校記念式典に出席した在校生や卒業生、地区民など約300人が小玉川小学校で最後となる校歌を斉唱しました

員
長
の
玉
舘

員
長
の
玉
舘
鉄鉄て

つ
ぞ
う

て
つ
ぞ
う蔵蔵
さ
ん
（
屋
敷
、

さ
ん
（
屋
敷
、

六
十
九
歳
）
は
校
史
を
振
り
返
り

六
十
九
歳
）
は
校
史
を
振
り
返
り

な
が
ら
「『

な
が
ら
「『
欅欅

け
や
き

け
や
き

の
も
と
で
新
た
な

の
も
と
で
新
た
な

旅
立
ち
』
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
こ
の

旅
立
ち
』
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
こ
の

一
年
間
、
学
校
と
地
域
が
一
つ
に

一
年
間
、
学
校
と
地
域
が
一
つ
に

な
っ
て
取
り
組
ん
で
き
た
。本
日
、

な
っ
て
取
り
組
ん
で
き
た
。本
日
、

こ
の
会
場
に
集
ま
っ
て
い
た
だ
い

こ
の
会
場
に
集
ま
っ
て
い
た
だ
い

た
皆
さ
ん
に
は
、
学
校
は
な
く
な

た
皆
さ
ん
に
は
、
学
校
は
な
く
な

っ
て
も
小
玉
川
地
区
を
い
つ
ま
で

っ
て
も
小
玉
川
地
区
を
い
つ
ま
で

も
見
守
っ
て
支
援
い
た
だ
く
よ
う

も
見
守
っ
て
支
援
い
た
だ
く
よ
う

お
願
い
し
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
し

お
願
い
し
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
し

ま
し
た
。

ま
し
た
。

　

歴
代
の
校
長
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
、

　

歴
代
の
校
長
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
、

地
域
活
動
を
支
え
た
特
別
功
労
者

地
域
活
動
を
支
え
た
特
別
功
労
者お

歌
を
歌
っ
て
お
別
れ
し
、「
こ

ん
な
に
大
き
く
育
て
て
く
れ
て
あ

り
が
と
う
」
と
両
親
に
も
お
礼
の

言
葉
を
贈
り
ま
し
た
。

　

昭
和
四
十
七
年
四
月
に
創
設
以

来
、
四
百
八
人
の
卒
園
者
を
送
り

出
し
た
同
館
は
、
園
児
が
三
人
と

な
る
平
成
二
十
年
三
月
で
の
休
園

が
決
定
。
卒
園
者
は
晴
高
小
と
軽

米
小
に
、
在
園
者
三
人
は
観
音
林

児
童
館
と
軽
米
幼
稚
園
で
新
た
な

生
活
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

晴
高
児
童
館
（
木
村
あ
き
子
館

長
＝
当
時
）
で
三
月
二
十
二
日
、

第
三
十
六
回
目
の
卒
園
式
が
行
わ

れ
、
四
人
の
園
児
が
通
い
な
れ
た

園
舎
を
巣
立
ち
ま
し
た
。
卒
園
す

る
児
童
は
、
木
村
館
長
か
ら
一
人

ひ
と
り
の
名
前
を
呼
ば
れ
る
と
大

き
な
声
で「
は
い
」と
返
事
を
し
、

ゆ
っ
く
り
と
壇
上
へ
向
か
い
保
育

証
書
を
受
け
取
り
ま
し
た
。

　

園
児
は「
毎
日
通
っ
た
児
童
館
、

大
き
く
な
っ
て
も
忘
れ
な
い
」
と

休
園
す
る
晴
高
児
童
館
で
卒
園
式

休
園
す
る
晴
高
児
童
館
で
卒
園
式

仲
良
し
７
人
の
新
た
な
旅
立
ち

仲
良
し
７
人
の
新
た
な
旅
立
ち

9999
回
目
で
最
後
の
卒
業
式

回
目
で
最
後
の
卒
業
式

　

小
玉
川
小
学
校
（
菊
池
敦
子
校

長
、
児
童
二
十
三
人
＝
当
時
）
で

三
月
十
八
日
、
同
校
九
十
九
回
目

と
な
る
卒
業
式
が
行
わ
れ
、
大
き

く
成
長
し
た
六
人
の
児
童
が
卒
業

証
書
を
手
に
し
ま
し
た
。

　

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
の
上
村
秋あ

き

男お

さ
ん

（
小
玉
川
、
四
十
八
歳
）
が
「
黄

色
い
帽
子
を
か
ぶ
っ
て
登
校
し
始

め
て
か
ら
早
六
年
間
。
と
て
も
早

か
っ
た
。
二
十
三
人
が
一
丸
と
な

っ
た
最
後
の
一
年
間
を
六
年
生
は

見
事
に
リ
ー
ド
し
て
く
れ
た
。
四

月
か
ら
は
、
小
玉
川
小
卒
業
生
と

し
て
の
誇
り
を
胸
に
中
学
校
で
も

が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
」と
激
励
。

　

卒
業
生
は
、
六
年
間
の
生
活
と

最
後
の
一
年
間
の
思
い
を
「
喜
び

の
言
葉
」
に
託
し
「
光
輝
く
夢
と

希
望
と
最
後
の
卒
業
生
と
し
て
の

誇
り
を
胸
に
卒
業
し
ま
す
」
と
力

強
く
発
表
。
思
い
出
の
詰
ま
っ
た

学
校
を
巣
立
ち
ま
し
た
。

三
十
九
人
に
、
同
委
員
会
か
ら
感

三
十
九
人
に
、
同
委
員
会
か
ら
感

謝
状
を
贈
呈
。
学
区
民
合
同
大
運

謝
状
を
贈
呈
。
学
区
民
合
同
大
運

動
会
に
向
け
取
り
組
ん
だ
、
児
童

動
会
に
向
け
取
り
組
ん
だ
、
児
童

に
よ
る
ヨ
サ
コ
イ
ソ
ー
ラ
ン
も
披

に
よ
る
ヨ
サ
コ
イ
ソ
ー
ラ
ン
も
披

露
さ
れ
ま
し
た
。

露
さ
れ
ま
し
た
。

　

地
区
民
が
協
力
し
て
買
い
上
げ

　

地
区
民
が
協
力
し
て
買
い
上
げ

た
民
家
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
同
校

た
民
家
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
同
校

は
、
創
立
以
来
千
十
六
人
の
卒
業

は
、
創
立
以
来
千
十
六
人
の
卒
業

生
を
送
り
出
し
、
平
成
二
十
年
四

生
を
送
り
出
し
、
平
成
二
十
年
四

月
一
日
に
小
軽
米
小
学
校
と
統

月
一
日
に
小
軽
米
小
学
校
と
統

合
。
新
た
な
る
一
歩
を
歩
み
始
め

合
。
新
た
な
る
一
歩
を
歩
み
始
め

て
い
ま
す
。

て
い
ま
す
。

「
二
〇
一
八
年
八
月
十
五
日
開
封
」

と
刻
印
さ
れ
た
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル

小学校生活の思い出を語った卒業生の
白藤沙羅さん（小軽米中３年＝当時）

山本町長から祝い品を受け取る卒園児と年少組の児童

菊池校長から卒業証書を受け取る卒業生
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生活安全の森生活安全の森
二戸警察署軽米駐在所

【運動の重点】
★子どもの安全対策
★鍵かけの励行による被害防止
　対策の推進

【運動の重点】
★子どもと高齢者の交通事故防止
【重点項目】
①全ての座席のシートベルトとチ
　ャイルドシートの正しい着用
②自転車の安全利用の推進
③飲酒運転の根絶
　ドライバーの皆さんは子ども・　ドライバーの皆さんは子ども・
高齢者を見たら減速・徐行など思高齢者を見たら減速・徐行など思
いやりのある運転をしましょう。いやりのある運転をしましょう。
　また後部座席のシートベルト着　また後部座席のシートベルト着
用が、6月19日から義務化されま用が、6月19日から義務化されま
す。乗る人全員の着用を心掛けます。乗る人全員の着用を心掛けま
しょう。しょう。

町内の駐在所が新体制に町内の駐在所が新体制に
　３月から各駐在所には、次の職　３月から各駐在所には、次の職
員が配置になりました。(敬称略)員が配置になりました。(敬称略)
　◎軽米駐在所（　◎軽米駐在所（☎46－2004）46－2004）
　　新　所長　藤井一成　　新　所長　藤井一成
　　　　主任　玉山　賢　　　　　主任　玉山　賢　
　　新　係　　村上洋巳　　　新　係　　村上洋巳　
　◎晴山駐在所（　◎晴山駐在所（☎47－2110）47－2110）
　　　　　　　山下幸博　　　　　　　　山下幸博　
　◎小軽米駐在所（　◎小軽米駐在所（☎45－2110)45－2110)
　　　　　　　青木清人　　　　　　　　青木清人　
　　　　よろしくお願いします。　　　　よろしくお願いします。

２月の事故と救急の数字
※見直しにより前月の数値と異なる場合があります
※（累計）は１月からの合計

▼町内の交通事故
　　　　　　当月（累計）昨年比
　人身事故　０件（０件） －１
　死亡者　　０人（０人） －２
　負傷者　　０人（０人） －１
　物損事故　12件（24件) －４

▼救急車の出動回数
　　　　 　 20回（55回） －４

▼飲酒運転検挙者はありません

4月6日(日)～15日(火)4月6日(日)～15日(火)

春の地域安全地域安全運動

夢と希望に向かって夢と希望に向かって
　　　　旅立ちのとき　　　　旅立ちのとき わ れ ら軽高健児われら軽高健児

平成19年度の県立軽米高校卒業生進路状況平成19年度の県立軽米高校卒業生進路状況

◆進学の状況（延べ合格者数）◆
国公国公
立大立大 私大私大 短大短大

専門学校専門学校
医療系医療系 その他その他

男子男子 11人11人 ７人７人 １人１人 ６人６人 1919人人

女子女子 ４人４人 ６人６人 ８人８人 ７人７人 10人10人

合計合計 15人15人 13人13人 ９人９人 13人13人 29人29人

希望希望
者数者数

内定内定
者数者数

内定内定
率率

二戸二戸
管内管内

県内県内
（二戸除く）（二戸除く）

八戸八戸
管内管内

県外県外
（八戸除く）（八戸除く）

男子男子 17人17人 17人17人 100100％％ ２人２人 ２人２人 ２人２人 11人11人

女子女子 17人17人 16人16人  94 94％％ ４人４人 １人１人 ２人２人 ９人９人

合計合計 34人34人 33人33人  97 97％％ ６人６人 ３人３人 ４人４人 20人20人

　高校生活の一番のメインは部活動で　高校生活の一番のメインは部活動で
した。バレーボールを通してたくさんした。バレーボールを通してたくさん
のことを学びました。チームメイトやのことを学びました。チームメイトや
監督のご指導のおかげで、技術的にも監督のご指導のおかげで、技術的にも
精神的にも大きく成長することができ精神的にも大きく成長することができ
ました。たくさんの人に出会い、支えました。たくさんの人に出会い、支え
られ、とても感謝しています。これかられ、とても感謝しています。これか
らももっと多くの経験をすると思いまらももっと多くの経験をすると思いま
すが、自分に負けず何事にも最後まですが、自分に負けず何事にも最後まで
一生懸命頑張っていきます。一生懸命頑張っていきます。

　　古古
ふるさとふるさと

里里  幸幸
さちさち

子子
ここ
さんさん（観音林東）（観音林東）

　　盛岡医療福祉専門学校（盛岡市）　　盛岡医療福祉専門学校（盛岡市）

　志望校に合格できたのも担任の門　志望校に合格できたのも担任の門
傅先生をはじめ応援してくださった傅先生をはじめ応援してくださった
先生方、家族の支えがあったからで先生方、家族の支えがあったからで
す。友達にも恵まれ楽しく充実したす。友達にも恵まれ楽しく充実した
高校生活を送ることができました。高校生活を送ることができました。
皆さんに本当に感謝しています。大皆さんに本当に感謝しています。大
学では、将来の目標を実現するため学では、将来の目標を実現するため
一生懸命勉強したいと思います。さ一生懸命勉強したいと思います。さ
まざまな人と交流を深め人間的にもまざまな人と交流を深め人間的にも
成長していきたいです。成長していきたいです。

山山
やましたやました

下下  寛寛
ひろひろ

人人
とと

  さんさん（下新町）（下新町）
　　　岩手大学工学部（盛岡市）　　　岩手大学工学部（盛岡市）

　高校での思い出は、仲間と甲子園出場を　高校での思い出は、仲間と甲子園出場を
目指し、さまざまな困難を乗り越え頑張っ目指し、さまざまな困難を乗り越え頑張っ
たことです。辛いことばかりで逃げ出しそたことです。辛いことばかりで逃げ出しそ
うになることもありましたが、仲間と支えうになることもありましたが、仲間と支え
合って頑張ることで、人間として大きく成合って頑張ることで、人間として大きく成
長できたと思います。担任の門傅先生、入長できたと思います。担任の門傅先生、入
試担当の松尾先生、柴田先生をはじめ相談試担当の松尾先生、柴田先生をはじめ相談
に乗っていただいた先生方、本当にありがに乗っていただいた先生方、本当にありが
とうございました。一生懸命頑張ります。とうございました。一生懸命頑張ります。

　　福福
ふくふく

田田
だだ

  庸庸
ようすけようすけ

介介さんさん（上野場）（上野場）
　山形大学人文学部（山形県）　山形大学人文学部（山形県）

　高校３年間はあっという間でし　高校３年間はあっという間でし
た。気付けば２年生、気付けば進た。気付けば２年生、気付けば進
路決定の時期という感じでした。路決定の時期という感じでした。
バスケットボール部はハードでしバスケットボール部はハードでし
たが仲間とともに頑張ることがでたが仲間とともに頑張ることがで
きました。勉強も同じです。満点きました。勉強も同じです。満点
とは言えないですが、それに近いとは言えないですが、それに近い
３年間でした。お世話になった先３年間でした。お世話になった先
生方、家族への感謝を忘れずに夢生方、家族への感謝を忘れずに夢
に向かって頑張ります。に向かって頑張ります。

中中
なかさとなかさと

里里  真真
まま

弓弓
ゆみゆみ
さんさん（下円子上組）（下円子上組）

宇都宮短期大学音楽科（栃木県）宇都宮短期大学音楽科（栃木県）

　３年という短い年月の中で、軽米高校でた
くさんのことを学びました。特に部活動の卓
球では、技術面だけでなく精神面も強くして
くれました。学校生活では、休み時間の友達
との会話、授業がとても楽しかったです。こ
こまで来れたのも、家族はもちろん先生や友
達などの助けがあったからです。本当にあり
がとうございました。新しい生活が始まり、
大変なことにぶつかることもあると思います
が、高校生活で学んだことを生かし、人の優
しさを忘れずに精一杯努力し頑張ります。

　神
かみやま

山 正
まさ

人
と
さん（萩田）

北日本医療福祉専門学校（盛岡市）

　高校３年間はとても短く感じました。部活や　高校３年間はとても短く感じました。部活や
勉強などで毎日が充実していて、とても楽しか勉強などで毎日が充実していて、とても楽しか
ったです。そう感じるのも、いい友人や仲間、ったです。そう感じるのも、いい友人や仲間、
私たちのことを良く見てくれる先生方のお私たちのことを良く見てくれる先生方のお
かげだと思っています。心の底から“ ありがとかげだと思っています。心の底から“ ありがと
う” と感謝の言葉を伝えたいです。夢に実現のう” と感謝の言葉を伝えたいです。夢に実現の
ために社会に出ます。辛いこともたくさんあるために社会に出ます。辛いこともたくさんある
だろうし、辞めたいと思うこともあると思いまだろうし、辞めたいと思うこともあると思いま
す。でも今までたくさんの人に支えられてきたす。でも今までたくさんの人に支えられてきた
ことを思い出しながら頑張っていきたいです。ことを思い出しながら頑張っていきたいです。

　　木木
き どき ど

戸戸  望望
み か こみ か こ

華子華子さんさん（新井田）（新井田）
　株式会社ホテル佐勘（仙台市）　株式会社ホテル佐勘（仙台市）

　３年間を通していろんな方々と　３年間を通していろんな方々と
の出逢いがあったからこそ成長での出逢いがあったからこそ成長で
きたと思います。特にバレーボーきたと思います。特にバレーボー
ル部では、一つの目標に向かっル部では、一つの目標に向かっ
て仲間と励ましあった日々は最高て仲間と励ましあった日々は最高
の思い出です。親身になって時にの思い出です。親身になって時に
は厳しく指導してくださった先は厳しく指導してくださった先
生方、心強い味方でいてくれた友生方、心強い味方でいてくれた友
達、温かく見守ってくれた家族。達、温かく見守ってくれた家族。
感謝の気持ちでいっぱいです。本感謝の気持ちでいっぱいです。本
当にありがとうございました。当にありがとうございました。

山山
やまやま

田田
だだ

  愛愛
あいあい

理理
りり
さんさん（沢田）（沢田）

社会福祉法人信和会（八戸市）社会福祉法人信和会（八戸市）

　３年間仲間と過ごした日々は私の　３年間仲間と過ごした日々は私の
大切な宝物です。軽米高校でしか出大切な宝物です。軽米高校でしか出
会うことのできない人や経験のおか会うことのできない人や経験のおか
げで、私は変わることができましげで、私は変わることができまし
た。目標を達成できたのも友人や先た。目標を達成できたのも友人や先
生方、家族などの多くの支えがあっ生方、家族などの多くの支えがあっ
たからです。これからも感謝の気持たからです。これからも感謝の気持
ちを忘れずに、叶えたい「夢」に向ちを忘れずに、叶えたい「夢」に向
かって頑張ります。かって頑張ります。

神神
じんじん

久久
く ぼく ぼ

保保  知知
ち かち か

香香さんさん（観音林東）（観音林東）
　県立二戸高等看護学院　　　県立二戸高等看護学院　　

（二戸市）　（二戸市）　

　４月から社会人になります。仕　４月から社会人になります。仕
事の辛さなど自分の力で乗り越え事の辛さなど自分の力で乗り越え
ていけるよう頑張りたいです。そていけるよう頑張りたいです。そ
して人から尊敬される人間になれして人から尊敬される人間になれ
るよう努力していきたいです。無るよう努力していきたいです。無
事就職できたのはクラスのみんな事就職できたのはクラスのみんな
や先生方、部活のコーチ、両親のや先生方、部活のコーチ、両親の
おかげで感謝しています。高校生おかげで感謝しています。高校生
活での思い出を忘れずに頑張りま活での思い出を忘れずに頑張りま
す。３年間お世話になりました。す。３年間お世話になりました。

　振り返るととても短かった３年　振り返るととても短かった３年
間。無事に志望校に合格することが間。無事に志望校に合格することが
できて、応援してくださった先生方できて、応援してくださった先生方
や友人、両親には感謝の気持ちでいや友人、両親には感謝の気持ちでい
っぱいです。この思いを糧に、自分っぱいです。この思いを糧に、自分
を更に高めていきたいです。学ぶこを更に高めていきたいです。学ぶこ
とはこれからたくさんありますが新とはこれからたくさんありますが新
しい生活の中で見つける新しいことしい生活の中で見つける新しいこと
を大切にしながら、一生懸命頑張っを大切にしながら、一生懸命頑張っ
ていきます。３年間本当にありがとていきます。３年間本当にありがと
うございました。うございました。

　　佐佐
ささ

藤藤
とうとう

  夏夏
なつなつ

来来
きき
さんさん（本町）（本町）

　秋田県立美術工芸短大（秋田県）　秋田県立美術工芸短大（秋田県）

　　細細
ほそほそ

谷谷
や ちや ち

地地  亮亮
あきらあきら
さんさん（笹渡）（笹渡）

　株式会社ユニバース（八戸市）　株式会社ユニバース（八戸市）

◆就職の状況◆　　　　　≪内定者の就職先内訳≫

　町内で唯一の高校として、地域連携型中高一
貫教育など地域と連携し一体となった活動に取
り組む県立軽米高校。この学び舎での３年間
の成果と思い出を胸に、晴れて卒業を迎え、未
来に向かって羽ばたく平成 19 年度の卒業生は
105 人。町の将来を担う軽高健児たちの、母校
での思い出やこれからの抱負を聞きました。
（進学と就職の状況は右表のとおりです）春の交通安全交通安全運動

（平成20年3月31日現在）
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消
防
功
労
者
14
人
が
受
章

平
成
19
年
度
岩
手
県
定
例
表
彰
式

　

長
年
に
わ
た
る
消
防
団
活
動
な

ど
の
消
防
功
労
者
に
贈
ら
れ
る
岩

手
県
定
例
表
彰
の
平
成
十
九
年
度

表
彰
式
が
三
月
十
九
日
に
行
わ

れ
、
町
消
防
団
員
な
ど
十
四
人

（
延
べ
十
五
人
）
が
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。
盛
岡
市
の
県
民
会
館
で
開

催
さ
れ
た
式
典
に
は
、
受
章
者
十

人
が
出
席
。
表
彰
状
と
記
念
品
を

手
に
し
ま
し
た
。

　

受
章
報
告
に
訪
れ
た
表
彰
者
に

山
本
町
長
が
「
一
層
研
さ
ん
を
積

ま
れ
、
町
民
の
安
全
確
保
を
お
願

い
し
ま
す
」
と
激
励
し
ま
し
た
。

平成19年度消防表彰受章者平成19年度消防表彰受章者
（敬称略、カッコ内は階級）（敬称略、カッコ内は階級）

★消防庁長官表彰
【永年勤続功労章】竹林朝雄（分団長）
★日本消防協会長表彰
【功績章】山舘松五郎（副団長）
【勤続章】大谷地房男（分団長）
　　　　　井戸渕春男（部長）
　　　　　福田　勲（部長）
★岩手県知事表彰
【功績章】小野寺　徹（部長）
　　　　　井戸渕春男（部長）
　　　　　太田　正（部長）
★岩手県消防協会総裁・会長表彰
【功労章】小野寺祐治（分団長）
【功績章】袰主文雄（分団長）
　　　　　竹下光一（分団長）
　　　　　坂本一人（分団長）
【内助功労者感謝状】
　　　　　山野下洋子（分団長令夫人）
　　　　　坂本順子（分団長令夫人）
【優良婦人消防協力隊員】
　　　　　工藤郁子（町婦人消防協力隊連
　　　　　絡協議会副会長）

表彰式に出席し山本町長に報告に訪れた受章者

荒川さん夫妻に
ＪＴから

（日本たばこ産業）

感謝状贈呈

化
な
ど
生
産
改
善
に
努
め
た
功
績

が
評
価
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

葉
タ
バ
コ
生
産
に
従
事
し
て

五
十
年
近
く
に
な
る
忠
男
さ
ん
は

「
こ
れ
ま
で
多
く
の
苦
労
も
あ
っ

た
が
、
仲
間
や
友
人
と
励
ま
し
合

い
な
が
ら
今
ま
で
や
っ
て
こ
れ

た
。
こ
れ
か
ら
も
安
全
・
安
心
に

こ
だ
わ
り
、
高
品
質
の
葉
タ
バ
コ

生
産
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」

と
更
な
る
意
欲
を
燃
や
し
て
い
ま

し
た
。
忠
男
さ
ん
は
、
町
た
ば
こ

振
興
会
会
長
も
務
め
て
い
て
、
町

内
葉
タ
バ
コ
生
産
の
品
質
向
上
に

も
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

屋
内
体
育
施
設
「
お
か
り
や
元

気
館
」
は
、
門
前
地
区
の
旧
軽
米

葉
た
ば
こ
取
扱
所
建
物
を
活
用
し

た
も
の
で
、
建
物
内
部
を
改
修
し

防
球
ネ
ッ
ト
の
設
置
な
ど
の
安
全

対
策
、
ト
イ
レ
の
改
修
を
施
し
、

本
年
三
月
に
完
成
し
ま
し
た
。

　

建
物
は
そ
の
ま
ま
で
外
観
は
ほ

と
ん
ど
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
が
、

運
動
場
部
分
は
、
横
四
十
一
㍍
縦

十
六
㍍
で
砂
敷
き
の
床
に
な
っ
て

い
て
、
屋
外
の
競
技
場
な
ど
と
同

様
の
状
態
に
作
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

天
井
の
高
さ
は
約
三
㍍
で
す
の

で
、
高
さ
の
必
要
な
競
技
に
は
向

き
ま
せ
ん
が
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
競

技
、
野
球
や
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
な
ど

の
練
習
、
ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
な
ど
に
使
用
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

「
お
か
り
や
元
気
館
」
の
名
称

は
、
名
称
選
考
委
員
会
（
委
員
長

＝
山
本
賢
一
町
長
）
が
公
募
し
た

全
九
点
の
作
品
の
中
か
ら
奥
貞て

い

次じ

運動場の広さは約 665 ㎡で、ゲートボールコートが２
面分確保できます。天井高は約３ｍ。開閉可能なネット
で半分に仕切ることができます。

館内の床面には、野球場
などで使用される競技用
の専用砂を使用。いつで
も、ベストコンディショ
ンで利用できます。

館内には会議室としても
使える更衣室・休憩室
（約31 ㎡×２室）もあり、
着替えや打ち合わせなど
にも利用できます。

水洗式のトイレも設置さ
れ、車いすのまま入るこ
とができる広いスペース
の多目的トイレも完備し
ています。

郎ろ
う

さ
ん
（
河
北
）
と
山
田
保や

す
の
り徳
さ

ん
（
沢
田
）
の
作
品
を
組
み
合
わ

せ
て
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

施
設
の
利
用
に
は
、
町
教
育
委

員
会
事
務
局
（
生
涯
学
習
グ
ル
ー

プ
℡
４
６―

４
７
４
４
）
へ
あ
ら

か
じ
め
申
し
込
み
の
う
え
、
注
意

事
項
を
守
っ
て
使
用
く
だ
さ
い
。

県
予
防
医
学
協
会
か
ら

町
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
３
台
を

寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た

　

財
団
法
人
岩
手
県
予
防
医
学

協
会
（
高
橋
牧ま
き

之の

介す
け

会
長
＝
写

真
右
）
か
ら
町
に
三
台
の
Ａ
Ｅ

Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）

を
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

三
月
二
十
七
日
に
町
役
場
を

訪
れ
た
高
橋
会
長
は
「
一
人
で

も
多
く
心
肺
蘇
生
法
講
習
を
受

け
、
人
命
救
助
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
積

極
的
に
活
用
し
て
ほ
し
い
」
と

山
本
町
長
に
手
渡
し
ま
し
た
。

　

Ａ
Ｅ
Ｄ
は
、
心
肺
停
止
状
態

に
な
っ
た
場
合
の
応
急
手
当
と

し
て
誰
で
も
行
う
こ
と
が
で
き

る
電
気
シ
ョ
ッ
ク
機
器
で
、
人

工
呼
吸
と
組
み
合
わ
せ
る
こ
と

で
蘇
生
率
の
向
上
が
期
待
さ
れ

ま
す
。
寄
贈
い
た
だ
い
た
Ａ
Ｅ

Ｄ
は
、
町
の
体
育
施
設
な
ど
に

設
置
し
て
い
ま
す
。

広い館内

競技用の砂敷き

会議室と更衣室

トイレも充実

おかりや元気館内はこ～んな施設です

区　分 料　金
団体（５人以上）
一般・学生 ４００円

児童・生徒（小学生～高校生） ２００円
個人（１人あたり）
一般・学生 １００円

児童・生徒（小学生～高校生） 　５０円

営利を目的にする場合　　　　　　 ４，０００円

「おかりや元気館」使用料金 ★ゲートボールコート１面分を１
　時間使った場合（１時間未満の
　場合は１時間として計算します）

◎全面（２面）使用の際は左記
　の２倍になります
◎町内居住者以外が使用する場
　合には左記の２倍になります
◎暖房機を使用する場合は別途
　料金が必要です

更衣室・休憩室

運　動　場運　動　場

事務室入り口

トイレ

おかりや元気館
　平面見取り図

高橋会長（右）からＡＥＤ
を受け取る山本町長

　

葉
タ
バ
コ
耕
作
者
の
荒
川
忠た

だ

男お

さ
ん
、
文ふ

み

子こ

さ
ん
夫
妻
（
長
倉
）

に
、
二
月
十
三
日
付
け
で
日
本
た

ば
こ
産
業
株
式
会
社
（
木
村
宏
代

表
取
締
役
社
長
）
か
ら
感
謝
状
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。
長
年
に
わ
た
る

葉
タ
バ
コ
生
産
の
合
理
化
・
効
率

感謝状を手に更に意欲を燃やす忠男さん（左）と文子さん

　

　

屋
内
体
育
施
設「
お
か
り
や
元
気
館
」が
開
館
し
、

　

屋
内
体
育
施
設「
お
か
り
や
元
気
館
」が
開
館
し
、

四
月
四
日
に
落
成
記
念
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
旧
軽

四
月
四
日
に
落
成
記
念
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
旧
軽

米
葉
た
ば
こ
取
扱
所
を
改
修
し
、
床
に
は
砂
が
敷
き

米
葉
た
ば
こ
取
扱
所
を
改
修
し
、
床
に
は
砂
が
敷
き

つ
め
ら
れ
る
な
ど
雨
天
や
冬
季
間
の
ス
ポ
ー
ツ
競
技

つ
め
ら
れ
る
な
ど
雨
天
や
冬
季
間
の
ス
ポ
ー
ツ
競
技

や
練
習
な
ど
へ
の
活
用
が
可
能
な
施
設
で
す
。
私
た

や
練
習
な
ど
へ
の
活
用
が
可
能
な
施
設
で
す
。
私
た

ち
の
健
康
増
進
や
競
技
ス
ポ
ー
ツ
の
練
習
場
と
し
て

ち
の
健
康
増
進
や
競
技
ス
ポ
ー
ツ
の
練
習
場
と
し
て

期
待
さ
れ
る
施
設
を
紹
介
し
ま
す
。

期
待
さ
れ
る
施
設
を
紹
介
し
ま
す
。

お
か
り
や
元

お
か
り
や
元
気
館
が
オ
ー
プ
ン

旧
軽
米
葉
た
ば
こ
取
扱
所
（
門
前
）
に
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◆
「
◆
「
軽軽

け
い
ゆ
う
こ
う
さ
く
し
ょ
う

け
い
ゆ
う
こ
う
さ
く
し
ょ
う

邑
耕
作
鈔

邑
耕
作
鈔
」」

　
「
軽
邑
耕
作
鈔
」
は
、
淵
澤
さ

ん
の
祖
先
に
あ
た
る
淵
澤
圓え

ん

え

右
衛

門も
ん

に
よ
っ
て
弘
化
四
年
（
一
八
四

七
年
）
に
作
成
さ
れ
、
嘉
永
七
年

（
一
八
五
四
年
）
ま
で
書
き
加
え

や
修
正
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

天
保
の
大
飢
饉
を
生
き
抜
い
た
圓

右
衛
門
は
、
冷
涼
な
気
象
に
も
耐

え
う
る
農
業
に
つ
い
て
書
き
記

し
、
播は

種し
ゅ

（
種
ま
き
）・
施
肥
・

病
害
虫
防
除
な
ど
の
適
期
や
手
入

れ
な
ど
農
業
経
営
者
の
視
点
か
ら

事
細
か
に
書
い
て
い
ま
す
。

　

圓
右
衛
門
が
特
に
力
を
入
れ
た

の
が
ヒ
エ
で
あ
り
、
ま
た
凶
作
に

「「
軽
邑
耕
作
鈔
」」
とと
「「
遺
言
」」
をを

町
有
形
文
化
財

町
有
形
文
化
財((　
　
　
　

))

に
指
定

に
指
定

耐
え
う
る
も
の
と
し
て
ダ
イ
コ
ン

を
あ
げ
て
い
ま
す
。

　

肥
料
に
も
気
を
使
い
、
わ
ら
屑

や
塵
な
ど
を
す
き
込
ん
で
土
地
改

良
に
取
り
組
ん
だ
と
の
記
述
が
あ

り
、
二
十
年
の
時
間
を
費
や
し
な

が
ら
、
軽
米
の
土
地
に
合
っ
た
畑

作
農
法
を
確
立
し
ま
し
た
。

◆
「
◆
「
遺遺ゆ

い
ご
ん

ゆ
い
ご
ん言言

」」

　
「
遺
言
」
は
、
天
保
の
大
飢
饉

が
始
ま
っ
た
翌
年
の
天
保
四
年

　

江
戸
時
代
後
期
（
一
八
〇
〇
年
代
初
め
）
に
書
か
れ
、
淵ふ

ち
さ
わ澤

鐵て
つ

馬ま

さ
ん（
元
屋
町
、八
十
四
歳
）宅
に
代
々
受
け
継
が
れ
て
き
た「
軽

邑
耕
作
鈔
」
と
「
遺
言
」
が
、
三
月
三
日
付
け
で
町
指
定
有
形
文

化
財
に
指
定
さ
れ
、
合
わ
せ
て
こ
の
二
点
を
淵
澤
さ
ん
か
ら
町
に

寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。
農
書
と
し
て
、
町
だ
け
な
く
岩
手
県
や

東
北
地
方
の
自
然
、
文
化
、
当
時
の
生
活
様
式
な
ど
を
知
る
上
で

貴
重
な
資
料
で
あ
る
二
つ
の
古
文
書
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

（
一
八
三
三
年
）
に
、
圓
右
衛
門

の
子
供
の
初
太
郎
あ
て
に
、
多
く

の
使
用
人
を
抱
え
る
家
主
と
し
て

の
考
え
方
、
生
活
の
仕
方
を
書
き

残
し
た
も
の
で
す
。
人
倫
・
生
活
・

病
気
・
農
人
・
造
酒
屋
・
家
族
な

ど
の
心
得
に
つ
い
て
書
き
記
し
て

い
ま
す
。
凶
作
へ
の
備
え
や
倹
約

を
忘
れ
な
い
こ
と
を
第
一
に
生
活

し
て
い
く
よ
う
、
後
世
に
伝
え
よ

う
と
し
た
思
い
が
伺
え
ま
す
。

今回、淵澤さんのご好意で町に
寄贈いただいた『軽邑耕作鈔』
は、20年かけて完成されたも
ので、軽米の風土に合った畑作
について詳しく書かれたもので
す。畑作にこだわって書かれた
東北唯一の農書であり、現代の
町の農業にも示唆を与える内容
で、後世に伝えていくべき資料
として大切にしていきたいもの
です。

平船 圭子 さん
（町文化財調査委員長）

二つの貴重な古文書の寄贈に対し
て町から感謝状が贈られた淵澤鐡
馬さん（中央）と、奥様の綾子さ
ん（左）。鐡馬さんは、雑穀など
の栽培に関する記述などについて
「町の農業の発展にプラスになる
よう、活用していただきたいで
す」と話していました。

▲「軽邑耕作鈔」（縦12.3㌢×横17.5㌢）全33枚、別紙２枚、貼紙52枚で構成されている

▲「遺言」（縦21.8㌢×横13.8㌢）
　　表紙を含めて全28枚で構成されている

　

雑
穀
な
ど
本
町
の
食
文
化
を
伝

承
し
、
広
く
町
外
に
Ｐ
Ｒ
す
る
こ

と
を
目
的
に
創
設
さ
れ
た
「
軽
米

町
食
の
技
認
定
証
」
の
初
め
て
の

交
付
式
が
三
月
十
四
日
に
瀧
村
屋

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
認
定
さ
れ
た
の
は
、
平
成

十
九
年
度
に
開
催
さ
れ
た
雑
穀
等

料
理
講
習
会
に
参
加
し
た
二
十
三

人
で
、
フ
レ
ン
チ
シ
ェ
フ
の
石
塚

雄ゆ
う

二じ

さ
ん
に
よ
る
創
作
料
理
や
十

月
に
開
催
さ
れ
た
食
の
祭
典
な
ど

で
、
町
内
産
食
材
の
更
な
る
可
能

性
を
学
び
ま
し
た
。

　

一
人
ひ
と
り
に
対
し
て
、
山
本

賢
一
町
長
か
ら
認
定
証
が
交
付
さ

れ
ま
し
た
。
認
定
者
を
代
表
し
て

関
向
玲れ

い

子こ

さ
ん
（
本
町
）
が
「
軽

米
に
伝
わ
る
農
書『
軽
邑
耕
作
鈔
』
鈔
』

に
も
書
き
残
さ
れ
て
い
る
よ
う

に
も
書
き
残
さ
れ
て
い
る
よ
う

に
、
軽
米
は
古
来
か
ら
食
文
化
を

に
、
軽
米
は
古
来
か
ら
食
文
化
を

認定証番号 氏名
001 関向　玲子
002 工藤ケイ子
003 松田　昌子
004 小島　典子
005 一ノ渡祐子
006 吉田喜一郎
007 山本　耕蔵
008 笹山義太郎
009 関向　節子
010 関向　イネ
011 土佐　幸子
012 中舘　ミヤ

認定証番号 氏名
013 國久　孝子
014 田端　貞子
015 田代　ヒデ
016 高橋　陽介
017 中道ハルヱ
018 苅谷百合子
019 工藤八支子
020 戸草内留美
021 大村　文代
022 蛇口ヨシエ
023 君成田陽子

受
け
継
い
で
き
た
。

受
け
継
い
で
き
た
。

食
の
安
全
安
心
に
配

食
の
安
全
安
心
に
配

慮
し
、
町
の
食
文
化

慮
し
、
町
の
食
文
化

発
展
の
一
助
と
な
る

発
展
の
一
助
と
な
る

よ
う
研
さ
ん
を
積
ん

よ
う
研
さ
ん
を
積
ん

で
い
き
た
い
」
と
抱

で
い
き
た
い
」
と
抱

負
を
述
べ
ま
し
た
。

負
を
述
べ
ま
し
た
。

　

認
定
者
は
今
後
、

　

認
定
者
は
今
後
、

更
に
「
食
の
技
」
に

更
に
「
食
の
技
」
に

磨
き
を
か
け
な
が
ら

磨
き
を
か
け
な
が
ら

町
の
イ
ベ
ン
ト
に
積

町
の
イ
ベ
ン
ト
に
積

極
的
に
参
加
い
た
だ

極
的
に
参
加
い
た
だ

き
、
町
外
へ
の
郷
土

き
、
町
外
へ
の
郷
土

食
文
化
の
情
報
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Ｒ
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力
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信
、
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Ｒ
に
協
力
い

た
だ
き
ま
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。

た
だ
き
ま
す
。

軽米町食の技認定者に23人

伝統ある
　郷土食文化を
　　町内外に発信

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
に

小
笠
原
久
志 

さ
ん
を
再
任

町
教
育
委
員
に

古
舘　

正 

さ
ん
を
再
任

　３月４日の町議会定例会で固定
資産評価審査委員に小笠原久志さ
ん（写真）を選任することに同意
しました。任期は平成 20 年４月
１日から３年間。小笠原さんは、
平成 17 年から同委員を務めてい
て、今回、再任されました。

　３月４日の町議会定例会で町教
育委員に古舘正さん（写真）を選
任することに同意しました。任期
は平成20 年４月１日から４年間。
古舘さんは、平成 17 年 5 月から
同委員を務めていて、今回、再任
されました。

古
ふるだて

舘　正
ただし

 さん
（高清水、48歳）

小
おがさわら

笠原 久
ひさ し

志 さん
（向川原、70歳）

食の技に認定された皆さん（敬称略）

シェフの石塚雄二さんと山本町長連名の認定証が一人ひ
とりに手渡されました

「一層の研さんを積んでいきたい」と
の抱負を語った関向さん（左）

　「ひきこもり」の原因はさま
ざまです。心の病が影響してい
る場合や、はっきりとした理由
がわからない場合（社会的ひき
こもり）もあります。
　年齢や性別を問わず、誰にで
も起きうる状態ですので、本人
又は家族の方などからの早めの
相談が回復へとつながります。
　相談は匿名でも可能です。下
記までお気軽にお問い合わせく
ださい。

第
28
号

第
29
号

平成20年 (2008) ４月号…14



平成20年 (2008) ４月号…1617 589号…広報かるまい

【
退
職
者
】
敬
称
略

（
平
成
20
年
３
月
31
日
付
け
）

日
山　

篤
（
軽
米
保
育
園
長
）

江
刺
家
静
子

（
税
務
会
計
課
会
計
担
当
主
幹
）

小
林
精
子

（
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
長
）

丹
下
美
恵
子

　

（
小
軽
米
保
育
園
長
代
理
）

小
笠
原
昭
夫

（
農
業
委
員
会
事
務
局
長
補
佐
）

杉
浦
俊
子
（
軽
米
保
育
園
長
代
理
）

小
笠
原
敬
子
（
観
音
林
児
童
館
長
）

田
頭
ト
ヨ
子

　

（
笹
渡
小
中
学
校
用
務
員
）

大
村
文
男
（
い
ち
い
荘
所
長
）

 平成20年４月からの町役場組織と職員配置 平成20年４月からの町役場組織と職員配置（敬称略）

　　　＜平成20年４月１日発令、　　太字黒色は課長級職、◎はグループ長、☆は新採用、　は併任発令、色付氏名は異動・昇格者＞

みんなで参加しよう
” チャレンジデー 2008”

開催日時は５月２８日(水）０時～ 21時

【お問い合わせ先】チャレンジデー軽米町実行委員会
（町教育委員会事務局・生涯学習グループ　℡４６－４７４４）

人　口：２５，２７０人
世帯数： 　８，１９１世帯
（平成20年2月1日現在）

栃木県益子町

全国で１０８の市区町村・地区が参加
　チャレンジデーは、毎年５月の最終水曜日の午前０時から午
後９時までの間に、15分以上継続して、運動やスポーツなど
を行った住民の参加率を競い合う住民総参加型スポーツイベン
トです。平成20年（2008年）は５月28日に、全国108の市区
町村・地区が参加して開催されます。

誰でも参加できます　

　開催日当日に、軽米町内にいる方であれば誰でも参加できま
す。年齢、性別、住所などは問いません。町内に通勤・通学し
ている方、観光客なども参加できます。

１５分以上継続して運動を

　15分以上継続して、運動やスポーツ
などの身体活動を行えば参加となります。
☆とにかく体を動かせばＯＫです
(例えば)
◎通勤・通学を徒歩で行った
◎犬の散歩をいつもより時間をかけて、距離も長く行った
◎家の掃除をいつもより長く、丁寧に行った

参加報告を忘れずにしてください

　15分以上継続して運動を行った方は、参加したことを必ず
報告してください。受け付けは、役場内の集計センターで、当
日の午後９時30分まで行っています。
　電話またはファクシミリなどで、忘れずに報告してください。

参加率６５％をめざそう

　住民参加率に応じて、主催者からメダルが贈呈されます。昨
年の本町の参加率は64.3％（7,327人）でした。
　今回は、これを上回る参加率65％と益子町からの勝利をめ
ざします。皆さんでご参加ください！

昨年開催されたチャレンジ
デー・ゲートボール大会

対戦相手は
栃木県 益
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上
席
主
任
保
健
師　

中
里
早
苗

　
　

上
席
主
任
保
健
師　

櫻
場
栄
子

　
　

主
任
栄
養
士　

横
島
悦
子

　
　

主
任
栄
養
士　

工
藤
晃
子

　
　

主
任
看
護
師　

内
城
良
子

　
　

主
任
保
健
師　

日
向
安
子

　
　

主
任
看
護
師　

下
谷
地
由
美
子

　
　

主
事
補　

玉
舘
博
一

健
康
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

　

所
長　

杉
浦
直
行

　

居
宅
サ
ー
ビ
ス
グ
ル
ー
プ

　

居
宅
介
護
支
援
グ
ル
ー
プ

　

◎
主
任
主
査　

松
浦
近
子⇒
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　２月16日、サンドームおと
ふけでスポーツ少年団運動テス
ト会が開かれました。14少年
団から参加した175人は、時間
往復走など５種目に挑戦。終了
後、参加者には記録証が渡され
ると、各自昨年の記録からどの
くらい運動能力が伸びているか
を確認し合っていました。

音更町だより
昭和60年10月31日姉妹提携

　

　

　

八
戸
ラ
ピ
ア
で
観
光
物
産
を
Ｐ
Ｒ

雑
穀
料
理
の
可
能
性
広
げ
る
試
食
会料理を考案した方々（左列）に質問しながら

創作料理に舌鼓をうった雑穀料理試食会

山本町長も配布を行ったチューリップ苗の無料配
布には長蛇の列ができました

　

軽
米
町
観
光
と
物
産
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

（
町
観
光
協
会
主
催
）
が
三
月
二
十
二
日

と
二
十
三
日
、
八
戸
市
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
ラ
ピ
ア
店
内
で
行
わ
れ
ま
し

た
。観
光
協
会
長
の
山
本
賢
一
町
長
が「
五

月
の
大
型
連
休
に
は
、
ぜ
ひ
チ
ュ
ー
リ
ッ

プ
を
ご
覧
に
隣
り
の
軽
米
町
に
お
越
し
く

だ
さ
い
」
と
呼
び
か
け
、
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ

苗
を
手
渡
し
ま
し
た
。
町
内
の
産
直
グ
ル

ー
プ
に
よ
る
出
店
や
木
炭
製
品
、
さ
る
な

し
商
品
の
展
示
販
売
も
行
わ
れ
町
の
観
光

と
物
産
を
Ｐ
Ｒ
。
沢
田
神
楽
や
農
業
青
年

に
よ
る
餅
つ
き
に
は
人
だ
か
り
が
で
き
る

な
ど
賑
わ
い
を
み
せ
て
い
ま
し
た
。

　

雑
穀
の
消
費
拡
大
を
進
め
る
「
も
っ
と

雑
穀
を
食
べ
よ
う
講
演
会
・
試
食
会
」
が

三
月
十
九
日
、
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

に
百
五
十
人
を
集
め
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
盛
岡
市
で
パ
ン
洋
菓
子
教
室
を
主
宰

す
る
小
野
寺
恵め

ぐ
みさ
ん
を
講
師
に
「
雑
穀
を

生
か
し
た
調
理
・
加
工
方
法
」
に
つ
い
て

熱
心
に
耳
を
傾
け
ま
し
た
。
岩
手
大
学
が

開
発
し
た
ヒ
エ
の
新
品
種「
長
十
郎
も
ち
」

の
餅
つ
き
や
、町
内
の
団
体
・
グ
ル
ー
プ
、

飲
食
店
に
よ
る
創
作
雑
穀
料
理
二
十
品
の

試
食
も
行
わ
れ
、
材
料
や
作
り
方
な
ど
を

積
極
的
に
情
報
交
換
し
て
い
ま
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
員
175
人
が
運
動
能

力
の
伸
展
を
確
認

さ
く
ら
香
る
図
書
館
ひ
な
ま
つ
り

福
祉
の
心
芽
生
え
感
動
の
交
流
会

事
故
や
犯
罪
か
ら
自
分
を
守
ろ
う

会場にはお内裏様とお雛様が飾られる中、絵本
の読み聞かせを楽しんだ図書館ひろば

　

高
齢
者
を
対
象
に
し
た
シ
ル
バ
ー
交
通

安
全
教
室
が
三
月
十
日
、
町
老
人
福
祉
セ

ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
二
戸
地
区

交
通
安
全
協
会
軽
米
分
会
の
圃
田
喜き

一い
ち

分

会
長
が
、
県
内
の
交
通
事
故
状
況
に
つ
い

て
説
明
。
夜
間
に
外
出
す
る
際
に
は
電
灯

や
夜
光
反
射
材
を
身
に
つ
け
る
な
ど
の
交

通
事
故
防
止
を
強
く
呼
び
か
け
、
夜
光
反

射
シ
ー
ル
が
配
ら
れ
ま
し
た
。
被
害
が
増

加
す
る
振
り
込
め
詐
欺
へ
の
対
処
法
に
つ

い
て
も
実
例
を
あ
げ
な
が
ら
注
意
を
促

し
、
参
加
者
は
他
人
事
で
は
な
い
事
故
や

犯
罪
被
害
へ
関
心
を
寄
せ
て
い
ま
し
た
。

体に優しく負荷がかけられるセラバンドを使った
体操に真剣に取り組んだいきいき健康教室

　

六
十
歳
以
上
の
方
が
対
象
の
「
い
き
い

き
健
康
教
室
」
が
、
二
月
二
十
二
日
か
ら

三
月
十
四
日
ま
で
全
六
回
に
わ
た
り
上
円

子
公
民
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
円
子
地

区
内
か
ら
毎
回
三
十
人
ほ
ど
が
参
加
し
健

康
体
操
で
体
を
動
か
し
た
ほ
か
、
歯
科
医

師
、
薬
剤
師
、
介
護
な
ど
講
師
の
話
に
耳

を
傾
け
健
康
づ
く
り
へ
の
理
解
を
深
め
ま

し
た
。
医
療
リ
ハ
ビ
リ
で
も
用
い
ら
れ
る

セ
ラ
バ
ン
ド
を
使
っ
た
体
操
は
参
加
者
に

は
大
好
評
で
、
み
ん
な
で
楽
し
く
健
康
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。
今
後
の

活
動
継
続
も
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。

地
域
で
楽
し
く
介
護
予
防

「長生きしてください」などと書かれたしおり
を手渡しながら笑顔の交流を行いました

　

図
書
館
ひ
な
ま
つ
り
が
三
月
八
日
、
約

四
十
人
の
親
子
が
集
ま
っ
て
町
立
図
書
館

と
な
り
の
旧
生
活
文
化
博
物
館
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
雛
祭

り
に
ち
な
ん
だ
絵
本
や
紙
芝
居
の
読
み
聞

か
せ
と
、「
う
れ
し
い
ひ
な
ま
つ
り
」
の

お
歌
で
気
分
を
盛
り
上
げ
た
後
は
、
お
待

ち
か
ね
の
手
づ
く
り
桜
餅
と
お
抹
茶
会
。

抹
茶
は
苦
手
な
子
も
い
ま
し
た
が
、
ム
ラ

サ
キ
イ
モ
の
粉
で
桜
色
に
色
付
け
し
、
桜

の
葉
の
香
り
が
い
っ
ぱ
い
広
が
る
お
餅
は

子
供
た
ち
に
大
人
気
で
、
み
ん
な
お
い
し

そ
う
に
ほ
お
ば
っ
て
い
ま
し
た
。

　

軽
米
小
学
校
（
菅
原
隆り

ゅ
う
じ二
校
長
）
の
四

年
生
児
童
四
十
人
が
、
三
月
七
日
に
町

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
を
訪
れ
、
デ
イ
サ

ー
ビ
ス
利
用
者
に
合
唱
と
直
筆
メ
ッ
セ
ー

ジ
の
入
っ
た
し
お
り
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま

し
た
。
キ
ャ
ッ
プ
ハ
ン
デ
ィ
体
験
な
ど
を

通
し
て
高
齢
者
や
障
が
い
者
へ
の
理
解
と

思
い
や
り
の
気
持
ち
を
深
め
た
児
童
が
、

自
分
た
ち
に
で
き
る
こ
と
を
と
行
っ
た
も

の
。
訪
問
を
受
け
た
利
用
者
は
「
孫
を
見

て
い
る
よ
う
で
感
動
し
た
。
未
来
に
向
か

っ
て
一
生
懸
命
が
ん
ば
っ
て
」
な
ど
と
話

し
笑
顔
と
涙
の
交
流
会
と
な
り
ま
し
た
。

参加者に配られた夜光反射材を手に改めて交通
安全への意識を高めていました

健康福祉課
上席主任保健師
櫻場栄子

丈夫に丈夫に
育つ育つ

元気に元気に
働く働く

健やかに健やかに

老いる老いる

　　　　　　5月13日から22日にかけて、乳がん検
診・子宮がん検診・骨粗しょう症検診が行われますが、
毎年、検診に携わって気になっていることがあります。
　一つは乳がん検診です。国では２年に１度の検診を
推奨していますが、毎年受診されている方からも乳が
んが発見されるなど、毎年欠かさず受診することが早
期発見につながります。
　二つ目に子宮がん検診です。20歳代の方からも精
密検査の該当者が出ており、年齢が若いと抵抗を感じ
る方もいるかもしれませんが、思い切って検診を受け
ておきしょう。
　なお、町で行う検診は子宮頚

けい

部のがん検診で、子宮
体がん検診は行っていませんので、婦人科の症状（出
血、痛みなど）が少しでも気になる場合には、病院で
診てもらいましょう。また紹介状が届いたら病院でき
ちんと診てもらうことも忘れないでください。家庭を
預かる女性は健康が一番です。申し込みしていない方
でも受けられますので、ぜひとも検診を受けましょう。

女性も検診を受けましょう女性も検診を受けましょう
～年齢に関係なく、毎年受けよう～年齢に関係なく、毎年受けよう～～
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笑 顔 あ つ ま れ ！

　

野
村
氏
は
、
青
森
県
野
沢
村
の
出
身

で
、
野
村
軍
記
の
名
で
知
ら
れ
て
い

る
。初
め
は
下
士
の
身
分
で
あ
っ
た
が
、

度
々
の
加
増
で
百
五
十
石
と
な
っ
た
。

　

文
化
五
年
、
八
戸
藩
の
飛
び
地
・
紫

波
で
の
盛
岡
藩
と
の
境
界
論
を
解
決

し
、
以
来
藩
主
に
重
用
さ
れ
武ぶ

一い
ち

の
名

古こ

文も
ん

書じ
ょ

で
見
る

軽
米
の
歴
史 

90

〜 

軽
米
の
知ち
ぎ
ょ
う
ぬ
し

行
主

そ
の
八
・
野の

村む
ら

氏 

〜

を
頂
く
。
文
政
二
年
、
極
度
に
困
窮
し

た
藩
の
財
政
立
て
直
し
の
た
め
、
藩
で

は
野
村
を
起
用
し
藩
政
改
革
を
進
め

た
。

　

天
保
五
年
、
野
村
の
厳
し
い
改
革
政

策
と
、
農
民
一
人
一
日
稗
三
合
だ
け
の

食
料
保
有
の
政
策
に
、
稗ひ

え
さ
ん
ご
う

三
合
一い

っ
き揆

が

起
き
た
。
一
揆
の
憎
悪
は
野
村
に
向
け

ら
れ
、
身
柄
の
引
渡
し
が
要
求
さ
れ

た
。
一
揆
は
一
応
の
成
功
を
得
、
野
村

は
罷
免
さ
れ
謹
慎
の
身
と
な
り
、
そ
の

年
の
十
月
に
死
亡
し
た
。
野
村
氏
の
知

行
地
は
上
舘
に
二
十
石
、
小
軽
米
に
三

十
五
石
あ
っ
た
。
一
揆
の
農
民
た
ち
は

皆
の
苦
労
を
野
村
父
子
に
も
知
ら
せ
た

い
と
、
野
沢
村
で
百
姓
を
さ
せ
一
日
稗

三
合
だ
け
を
与
え
、
二
人
が
働
け
な
い

と
き
は
引
き
裂
く
と
言
っ
た
。

　

藩
政
改
革
は
成
功
し
、
藩
に
は
金
が

た
ま
っ
た
が
、
農
民
の
暮
ら
し
は
変
わ

ら
ず
藩
主
は
野
村
の
死
を
悲
し
ん
だ
と

言
う
。

　
（
町
文
化
財
調
査
委
員　

平
船
圭
子
）

「軽米通分限帳」

【材料】４人分【材料】４人分
（もち）（もち）
・小麦粉……………200ｇ・小麦粉……………200ｇ
・アワ粉……………  50ｇ・アワ粉……………  50ｇ
・炒りエゴマ…大さじ2.5・炒りエゴマ…大さじ2.5
・塩……………小さじ0.5・塩……………小さじ0.5
・熱湯………………200m l・熱湯………………200m l
　（味噌たれ）　（味噌たれ）
　・味噌　・味噌………………100ｇ………………100ｇ
　・すりエゴマ………大さじ5　・すりエゴマ………大さじ5
　・砂糖………………  50ｇ　・砂糖………………  50ｇ
　・酒…………………大さじ2　・酒…………………大さじ2

　 み ん な の 広 場

■夢・希望・えんぴつ■■夢・希望・えんぴつ■

今
月
の
俳
句

北
光
吟
社　

二
月
例
句
会

涅涅ねね

槃槃は
ん
は
ん

会会ええ

やや
珠珠じ

ゅ
づ

じ
ゅ
づ数数

繰繰くく

るる
音音お

と
お
と

の
か
ら
か
ら
と

の
か
ら
か
ら
と

千
葉
紅
園

千
葉
紅
園

降降ふふ

りり
荒荒ああ

れ
て
ど
こ
に

れ
て
ど
こ
に
収収お
さ
お
さ

ま
る
ま
る
雪雪ゆ
き
ゆ
き

し
ま
き

し
ま
き

三
上
千
栄
女

三
上
千
栄
女

猛猛も
う
も
う

吹吹ふ
ぶ
ふ
ぶ

雪雪きき

人人ひ
と
ひ
と

出出でで

ま
ば
ら
の

ま
ば
ら
の
市市い
ち
い
ち

日日びび

か
な
か
な国

久
黄
実

国
久
黄
実

二二に

ん

に

んンン
月月が

つ
が
つ

のの
風風か

ぜ
か
ぜ

のの
尖尖と

が
と
が

り
や
り
や
橋橋は

し
わ
た

は
し
わ
た渡渡

るる
松
村
英
子

松
村
英
子

玻玻は

り

は

り璃璃
明明あ
か
あ
か

りり
夜夜よ

は

よ

は半半
のの
月月つ
き
か
げ
さ
え
か
え

つ
き
か
げ
さ
え
か
え

影
冴
返

影
冴
返
るる

古
里
裕
子

古
里
裕
子

雪雪せ
つ
げ
ん

せ
つ
げ
ん原原
をを
歩歩あ
る
あ
る

い
て
い
て
行行いい

く
は
く
は
郵郵ゆ
う
び
ん

ゆ
う
び
ん便便
夫夫ふふ

川
島
由
蔵

川
島
由
蔵

亡亡なな

きき
母母は

は
は
は

のの
偲偲し

の
し
の

ば
る
る
メ
モ

ば
る
る
メ
モ
草草く

さ
く
さ

のの
餅餅も

ち
も
ち早

川
慶
子

早
川
慶
子

福福ふ
く
じ
ゅ
そ
う

ふ
く
じ
ゅ
そ
う

寿
草
寿
草
芽芽めめ

の
ま
た

の
ま
た
雪雪ゆ
き
ゆ
き

にに
埋埋うう

ま
り
け
り

ま
り
け
り

渕
沢
鉄
馬

渕
沢
鉄
馬

剪剪せ
ん
て
い

せ
ん
て
い定定
のの
見見け
ん
と
う

け
ん
と
う当当
は
ず
れ
の

は
ず
れ
の
空空か
ら
か
ら

鋏鋏
ば
さ
み

ば
さ
み

端
川
石
造

端
川
石
造

屋屋や

ね

や

ね根根
雪雪ゆ

き
ゆ
き

のの
落落ら

っ
ら
っ

下下かか

にに
合合ああ

は
せ
は
せ
犬犬い

ぬ
い
ぬ

ほ
ゆ
る

ほ
ゆ
る

永
井
き
よ
の

永
井
き
よ
の

城城し
ろ
あ
と

し
ろ
あ
と跡跡

の
ま
ん
さ
く
の

の
ま
ん
さ
く
の
花花は

な
う
い
う
い

は
な
う
い
う
い

初
々
初
々
しし

中
野
と
き

中
野
と
き

【作り方】【作り方】
①もちの材料をボールに入れよく混ぜ合わ①もちの材料をボールに入れよく混ぜ合わ
せ、熱湯を注ぎ、こねます。せ、熱湯を注ぎ、こねます。
②よくこねた①を一つ60ｇほどの大きさに分②よくこねた①を一つ60ｇほどの大きさに分
けて、形を整えてもちを作りますけて、形を整えてもちを作ります
③味噌の材料をよく混ぜ合わせ、準備します③味噌の材料をよく混ぜ合わせ、準備します
④沸騰した鍋のお湯に②を入れ、茹でます④沸騰した鍋のお湯に②を入れ、茹でます
⑤熱いうちに割り箸を刺し味噌を塗って焼⑤熱いうちに割り箸を刺し味噌を塗って焼
き、焦げ目がついてきたらできあがりき、焦げ目がついてきたらできあがり

雑穀入り串もち雑穀入り串もち

 今月の雑穀献立 今月の雑穀献立

軽米中学校３軽米中学校３年（上新町）年（上新町）

大大
おおおお

清清
しし

水水
みずみず

　　健健
けんけん

也也
やや

くんくん

　

ぼ
く
は
こ
の
一
年
間
、
生
徒

会
、
部
活
動
を
し
な
が
ら
た
く
さ

ん
の
行
事
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

Ｋ
ボ
ー
ル
野
球
の
レ
ッ
ド
リ
ー

フ
運
動
で
東
京
に
行
っ
た
り
、
駅

伝
や
弁
論
大
会
に
参
加
し
た
り
、

海
外
派
遣
で
ア
メ
リ
カ
で
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
し
た
り
と
、
さ
ま
ざ
ま
な

行
事
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
そ
の
す
べ
て
が
良
い
経
験

に
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
そ
の
一
方
で
悩
み
が

増
え
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
勉
強
と

部
活
動
の
両
立
で
し
た
。
行
事
の

準
備
を
し
た
り
参
加
し
て
い
る

と
、
な
か
な
か
部
活
に
足
を
運
ぶ

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

ま
た
、
行
事
の
準
備
で
夜
遅
く

ま
で
い
る
こ
と
が
多
く
、
疲
れ
も

た
ま
っ
て
い
き
ま
し
た
。
勉
強
・

部
活
と
行
事
の
両
立
が
で
き
ず
、

つ
ら
い
日
々
が
続
き
ま
し
た
。

日
々
成
長
の
自
分　

日
々
成
長
の
自
分　

　

で
も
、
た
く
さ
ん
の
経
験
で
学

ん
だ
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は

忙
し
さ
が
強
い
自
分
を
つ
く
る
と

い
う
こ
と
で
す
。

　

た
く
さ
ん
の
仕
事
を
抱
え
、
行

事
に
参
加
す
る
こ
と
は
た
い
へ
ん

で
す
が
、
そ
れ
に
負
け
な
い
よ
う

に
こ
れ
か
ら
も
自
分
を
鍛
え
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
と
し
の
ぼ
く
の
目
標
は
、
忙

し
さ
と
勉
強
・
部
活
の
両
立
で

す
。
三
年
生
に
な
る
と
今
ま
で
以

上
に
忙
し
く
な
る
の
で
、
忙
し
さ

に
負
け
ず
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
挑

戦
し
、
日
々
成
長
し
て
い
き
た
い

で
す
。

リズィーのかるまい日記

◆プロフィール◆
【氏名】

　E lizabeth D eL acy
　（エリザベス・ディレイシー）

【国籍】アメリカ合衆国
【略歴】アーラム大学卒
2007年８月３日に町の英
語指導助手として着任。
本を読むことが好き。

Fumiko: I hear your father came to Japan.
文子：お父さんが日本に来たって聞いたけど。
Lizzy: Yes.  He came on March 14th and left on the 24th.  He had a 

wonderful time.  We went to Tokyo, Shirakawago, Kanazawa, 
Wajima, and Morioka.
リズィー：ええ、3月 14日に来て 24日に帰ったのよ。父と 2人
で東京や白川郷、金沢、輪島、盛岡に行ってとても喜んでたわ。

Fumiko: Wow.  What did you do in Tokyo?
文子：すごい。東京では何したの？
Lizzy: We went to the Miraikan where we met ASIMO- the most 

advanced robot in the world.  We saw a Kabuki play and we also 
went to a hostess café, just for fun, with a Tokyo friend of mine.    
リズィー：未来館に行って世界で最も進んだロボットの「アシモ」
に会ったの。歌舞伎にも行ったし、東京の友達と 3人で、話の
種にメイドカフェにも行ったのよ。

Fumiko: You know, hostess café is just Tokyo . . . I hope your father 
doesn’ t think all of Japan is like Akihabara.
文子：メイドカフェって東京だけのことよ。お父さんが日本中ど
こも秋葉原と同じだと思ってなきゃいいけど。

Lizzy: Well, we went to Shirakawago and Kanazawa after that, 
so he was able to see a very diff erent side of Japan.  We stayed 
in an old, thatched house, and in a traditional ryokan.  We ate 
fresh sashimi (very fresh, the fish’ s tail was still moving) that 
was caught right in front of us.  We went to the Kenrokuen and 
toured old geisha and samurai houses, and we saw the Ninja-
dera.  He was able to see what Japan was a long time ago and 
he found everything charming.  
リズィー：その後に白川郷と金沢に行ったから、秋葉原とは全く
違う面も体験したわ。古い藁葺き屋根の家や伝統的な日本旅館
にも泊まって。目の前で捕まえたばっかりの、まだ尾が動いて
る新鮮な刺身も食べたの。兼六園では、芸者や侍の家、それに
忍者寺にも行ったし。大昔の日本を体験して楽しんでたわ。

Fumiko: Please tell me,your father doesn’ t think we’ re all 
samurai and geisha!
文子：お父さんは、日本人はみんな侍と芸者だと思ってないよね。
Lizzy: Nope.  We stayed with my host family and they showed him 

how real people live.  He told my mother over the phone that 
she had to come to Japan.  He said it is a beautiful country and 
the people are wonderful, even those we met in Akihabara.
リズィー：いいえ、盛岡のホストファミリーの家に泊まって、現
実の日本人の暮らしが分かったみたい。母にも電話して、日本
に来るべきだったと話してたわ。日本はきれいな国で、人々は
みんな優しいって。秋葉原で会った人たちでさえもね。

すこやかさん我が
家の
人気
者

我が
家の
人気
者

青
あお

 木
き

 彩
あや

 華
か

 ちゃん（３歳２カ月）

　愛称：あやぴー

（沢田）清人さん・千春さんの次女

「
プ
リ
キ
ュ
ア
５
」
の
ル
ー
ジ
ュ
に
憧
れ
て
、
日
々
お

姉
ち
ゃ
ん
と
一
緒
に
敵
役
の
パ
パ
を
や
っ
つ
け
て
い
る

元
気
い
っ
ぱ
い
の
彩
華
ち
ゃ
ん
。
機
関
車
ト
ー
マ
ス
も

大
好
き
で
塗
り
絵
や
プ
ラ
レ
ー
ル
な
ど
を
集
め
る
プ
チ

マ
ニ
ア
な
一
面
も
。
つ
む
じ
が
二
つ
あ
っ
て
タ
ン
パ
ラ

（
短
気
）
な
性
格
で
す
が
、
姪
っ
子
の
面
倒
を
見
て
く

れ
る
優
し
い
と
こ
ろ
も
可
愛
い
ん
で
す
。
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岩手県職員・警察官の平成20年度採用試験日程表

試験名 第１次試験日
申込受付期間

インターネット 郵送・持参

Ⅰ種試験 ６月29日(日) ５月１日(木)
　～５月25日(日)

５月１日(木)
　～５月31日(土)警察官Ａ試験 ７月13日(日)

Ⅱ種・Ⅲ種　
警察官Ｂ試験

９月28日(日)
８月１日(金)
　～８月25日(月)

８月１日(金)
　～８月31日(日)

【問い合わせ先】岩手県人事委員会事務局（☎019－629－6241）

　確定申告書を提出した後で、計
算の誤りなどに気づいたり提出を
忘れていたりしませんか。
　申告内容に間違いがある場合に
は訂正する手続きがあるほか、忘
れていた場合には申告書を速やか
に提出する必要があります。

　次の手続きを行ってください。
◎更正の請求…税額を多く申告した
◎修正申告…税額を少なく申告した
◎期限後申告…申告を忘れていた

　詳しくは、国税庁ホームページ
（http://w w w .nta.go.jp/)をご覧く
ださい。

税
の
一
口
メ
モ

税
の
一
口
メ
モ

【問い合わせ先】
二戸税務署（☎23－2701）確定申告が間違っていたとき

スナップ写真館スナップ写真館

お知らせお知らせ
情　報情　報

Information ４人の児童が大きく立派になって迎えた
晴高児童館の卒園式

元気にお返事し、卒園証書を
手にする姿も勇ましく

町税の納期限町税の納期限
（４月30日まで）（４月30日まで）

固定資産税１期固定資産税１期

軽自動車税全期軽自動車税全期

早めに納付ください早めに納付ください

　し尿くみ取り料金が
　５月１日から改定に

　本町を含む二戸広域４市町村
のし尿くみ取り料金が、燃料費
の値上がりや施設維持費の増大
などにより平成20年５月１日
から次のとおり改定されます。

▼改定後の料金

▽ 200㍑まで一律1,160円（現
　行1,000円）

▽ 2 0 0㍑を超えた分10㍑ごと
　58円（現行50円）
【問い合わせ先】二戸地区衛生
センター（☎23－2651）

　労働保険料の申告
　と納付はお早めに

　労働保険料は、年度当初に概
算で計算・納付し、後から精算
します。平成20年度の申告と
納付の期限は、5月20日(火)で
す。最寄りの銀行又は郵便局で

早めの手続きをお願いします。
　平成19年4月1日から申告・
納付が始まった石綿健康被害救
済のための「一般拠出金」は、
20年度から一括有期事業（年
度内に完了した事業・工事）に
ついても申告・納付が必要とな
ります。労働保険の年度更新と
併せてお手続きください。
【問い合わせ先】岩手労働局
（☎019－604－3003）

　看護を身近に感じて
　５月12日は看護の日

　5月12日は看護の日です。県
と県看護協会は「届けよう 伝
えよう 看護の心」をメインテ
ーマに記念行事を開催します。

▼看護の日記念行事

▽日時：5月17日(土)13時～

▽会場：いわて県民情報交流セ
　ンター「アイーナ」

▼看護週間

▽期間：5月11日(日)～17日(土)

▽内容：ふれあい看護体験
【問い合わせ先】岩手県看護協
会（☎019－662－8213）

　危険物取扱者資格
　20年度試験を受付

　ガソリンや灯油などの取り扱
いに必要な危険物取扱者資格試
験を次のとおり実施します。す
でに免状をお持ち方は取得後
10 年で更新手続きが必要です。

▼試験日と受付期間
①6月７日・14日実施分
　⇒4月21日～30日受付
②10月11日・18日実施分
　⇒8月21日～9月1日受付
③2月7日・14日実施分
　⇒12月4日～15日受付

▼試験会場：二戸市など
【問い合わせ先】消防試験研究
センター岩手県支部（☎019－
654－7006)

　イイ歯デーの日に
　無料相談を実施催

▼実施日時：4月18日(金)
　　　　　　10時～ 20時受付

▼内相談容：歯、口の悩みなど

▼電話：019－651－7341
【問い合わせ先】県保険医協会
歯科部会(☎019－651－7341)

図書館だより
ー 今 月 の 新 刊 ー

ブログをつくりたい！
編：成美堂出版編集部

あなたも今日から
ブログ生活を始め
てみませんか？　
テーマの決め方や
ブログに人を集め
る方法、ブログを
もっと可愛くする
方法などを紹介。

オリンピック全大会
　著：武田薫

第１回アテネから第
28回アテネまで夏の
オリンピック全大会
を、エピソードをつ
なぎつつ、出場日本
人を切り口に物語
る。日本の全入賞者
一覧も掲載。 

【児童書】

【一般書】

イグアノドンと
　ちいさなともだち

詩：Ｖ．ベレストフ
絵：小野かおる　　

大むかしの地球。そ
こで暮らしていたイ
グアノドンの前に現
れたのは…！？　巨
大な恐竜とちいさな
生き物の心あたたま
るふれあいを描く。

後輩のお友達とお母さんたち
にもありがとうのお礼をして

４月から分かれ分かれになる仲良し７人に
とって思い出に残る日となりました

宇宙への秘密の鍵

あのホーキング博士
とその娘が、子ども
たちのために書いた
スペース・アドベン
チャー。ブラックホ
ールや太陽系、星の
誕生など宇宙の神秘
を伝える。

　認知届は、婚姻中の子で
ない子について、親子関係
を認めるためのものです。
父親が認知する場合、子

が生まれる前に行う「胎児
認知」、生まれてから行う
「任意認知」、父の死後に効

力を発する「遺言認知」が
あります。父が認知しよう
としない場合に、子や子の
親権者である母親などから
家庭裁判所に調停や裁判を
申し立てて認知させる「強
制認知」もあります。

【問い合わせ先】
　役場・町民生活課（☎46－4735）認認

にんにん

  知知
ちち

  届届
とどけとどけ

戸
籍
の
豆
知
識

戸
籍
の
豆
知
識

休日当番医休日当番医 歯 科内 科
４月20日（日）

27日（日）

29日（祝）

５月３日（祝）

４日（日）

５日（祝）

６日（祝）

11日（日）

松井内科医院
（☎33－2201）

一戸町
一　戸

ムカイダ歯科クリニック
　    （☎46－4636）

軽米町
蓮台野

菅整形外科皮膚科クリ
ニック　 （☎23－7311）

二戸市
石切所

渡辺歯科医院
　    （☎23－2052）

二戸市
堀　野

川村医院
（☎12－3252）

二戸市
福　岡

森川歯科医院
　    （☎23－6361）

二戸市
堀　野

二戸クリニック
　　　　 （☎25－5770）

二戸市
石切所

岩渕歯科医院
　    （☎32－2238）

一戸町
一　戸

齋藤産婦人科医院
（☎23－2505）

二戸市
石切所

窪島歯科医院
　    （☎23－2425）

二戸市
福　岡

小原内科医院
　　　　 （☎23－3410）

二戸市
石切所

ほんだ歯科クリニック
　    （☎23－9591）

二戸市
石切所

藤田内科
（☎38－2772）

二戸市
浄法寺町

ぽっぽ歯科クリニック
　    （☎31－1182）

一戸町
一　戸

小野寺内科医院
　　　　 （☎33－2505）

一戸町
高善寺

ますだ歯科クリニック
　    （☎26－8282）

二戸市
石切所

月　日 時　間 会　場 定　員

4月25日(金) 18:00～21:00 九戸村保健センター

各20人5月24日(土) 13:00～16:00 二戸市総合福祉センター

7月24日(木) 13:00～16:00 二戸地方振興局（保健所）

9月12日(金) 13:00～16:00 ワークイン二戸 50人

9月27日(土) 13:00～16:00 一戸町総合保健福祉センター

各20人
10月24日(金) 18:00～21:00 軽米町健康ふれあいセンター

11月29日(土) 13:00～16:00 二戸地方振興局（保健所）

12月18日(木) 18:00～21:00 二戸地方振興局（保健所）

　ＡＥＤ心肺蘇生の
　巡回講習会を開催

　二戸管内市町村と二戸消防本
部、二戸保健所では、ＡＥＤ（自
動体外式除細動器）を用いた無
料の救急講習会を下記のとおり

開催します。
　受講者には岩手県心肺蘇生法
普及推進会議から修了証書が交
付されます。動きやすい服装で
参加ください。
【問い合わせ先】二戸地方振興
局・二戸保健所（☎23－9206)

図書館ひろば
◎日時：４月２６日（土）
　　　　10:00 ～ 11:00
◎会場：旧生活文化博物館
　　　　（町立図書館となり）
◎対象：小学生、幼児
 参加をお待ちしています！

作：ルーシー
　　＆スティーヴン・ホーキング
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